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教師や両親、ヘッドコーチ、アシスタントコーチ、競技者、その他キンボールスポーツ
に関わる全ての者は、スポーツマンシップ憲章の条項を守ることによってスポーツマ
ンとして行動をするよう求められている。人間性を高め、人格形成に役立つスポーツ
実践をすすめるために、一人ひとりが自分の役割を果たさなければならない。

何よりもまず、全ての規則を厳格に守ることであり、決して故意に反則を
犯さないこと。

大会役員やレフリーの存在は大会を開催する上で必要不可欠なもので、
人から尊敬を受けるに値する。彼らに敬意を払うこと。

レフリーの誠実さを疑うことなく、レフリーの決定を全て受け入れること。

負けても毅然としてふるまい、恨みを抱かず敗北を受け入れること。

勝ってもおごらず、謙虚さをもって勝利を受け入れること。

対戦者の素晴らしいプレーや振る舞いを称賛すること。

勝つために不正をはたらいたり、反則行為をしないこと。

対戦者を尊敬し、勝つために自分のもちうる力の限りでプレーをすること。

チームメートがミスをおかしても良いプレーのときと同様に励ますこと。

いかなる時も冷静さを保ち、感情に流されず、身体的な暴力や言葉による
暴力を用いないこと。

SPORTSMANSHIP COUNTS!
大切なのはスポーツマンシップ！
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Sportsmanship charter

スポーツマンシップ憲章
Manual for coaches, referees and players

Teachers, parents, coaches, athletes and all other participants are invited to adopt a sportsmanlike 
conduct by respecting the articles of the sportsmanship charter. Each and everyone must do his part 
to promote a more humane and formative sport practice.

is first and foremost to strictly observe and respect all the regulations; 
to try to never deliberately commit a fault;

is to respect the officials. The presence of officials or referees is essential 
to holding a competition. They deserve everybody's complete respect.

is to accept all the referee’s decisions without ever questioning his integrity.

is to accept defeat with dignity and without spite.

is to accept victory with humility and without gloating.

is to praise your opponent’s good plays and good performance.

is to refuse to cheat or use illegal means in order to win.

is to respect your opponent as an equal and to try to win by performing 
to the best of your ability and talent.

is to encourage your team-mates during poor play equally as during good plays.

is to remain dignified at all times, to maintain self-control, 
and to not indulge in physical or verbal violence.

To show sportsmanship: 

To show sportsmanship: 

To show sportsmanship: 
To show sportsmanship: 
To show sportsmanship: 
To show sportsmanship: 
To show sportsmanship: 
To show sportsmanship: 

To show sportsmanship: 
To show sportsmanship: 

スポーツマンシップを示すということは：
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キンボールスポーツ コンペティションゲーム

競技の概要

1チーム4人、3チームで同時にプレーし、ヒットやレシーブを繰り返し、失敗したら他チームに得点が与えられるゲーム。
122cmのキンボールは滞空時間があり、ヒットの仕方によってカーブ、ロブなどの高度なテクニックが使える。

●ゲーム開始前に、各チームの登録プレーヤーは全員、
チームカラーを示すゼッケンを着用する。
●ゲーム開始時のヒット権は、各チームのキャプテンが
ジャンケンで決める。（公式ルールはピンクからヒット）

オムニキン、グレー ①3人でボールを支えコール※

後、プレーヤーの1人がボール
をヒットする。

②コールされたチームは、ボールが
床に落ちる前にレシーブする。

③ボールを床に落とさないよう、
チームメートと協力し、3人で
ボールを支える。

オムニキン、ブラック ①今度はレシーブチームがヒット
チームになり、コール後にプ
レーヤーの1人がボールをヒッ
トする。

①～③をミスや反則があるまで
繰り返す。

★ヒット時は4人全員がボールに触れていなければならない。
★レシーブに失敗すると他の2チームに1点ずつ得点が与えら
れる。ヒット、レシーブ時に反則した場合も同様に加算される。

◆ボール　直径1.22m　重さ1kg 
◆空気入れ（電動が望ましい）
◆各チームを示すピンク、ブラック、グレーのゼッケン
◆スコアボード（ゼッケンと同色の表示）

キンボールスポーツは得点制、時間制でプレーをする。
主催者が試合形式を定めてよい。

予め決められた点数にいち早く達したチーム
がピリオドを取得し、予め決められたピリオド数
を先取したチームの勝利とする。

※時間制を用い、かつ複数ピリオドを実施し、得点を加え続けてい
く総得点方式もある。

※1ピリオド11点で4ピリオド先取したチームの勝利。
　（2025年度公式ルール）

1チーム4人の3チーム対抗。各チームの最大登録人
数は12人。プレーヤーの交代は、ミスや反則があり、
プレーが中断した時、何回でも行うことができる。

体育館で、コートは最大20ｍ×20ｍ。参加者の身体条件
や年齢等を考慮してコートサイズを決める。必ずしも正
方形である必要はない。

場　　所

人　　数

用　　具

勝　　敗

※コール＝「オムニキン」と自チーム以外のカラーを指定する。
　　　　　 オムニキンとは「すべての人が楽しめるスポーツ」という
　　　　　  意味の造語。

・・・・得点制

予め決められたピリオド時間内で最も多くの点数
を獲得したチームがピリオドを取得し、予め決めら
れたピリオド数を先取したチームの勝利とする。

・・・・時間制

★日本では多くのチームが参加でき、多くの交流ができる、時
間制（1ピリオド7分、10分など）で1ピリオド先取方式を用い
る場合が多い。
★世界大会であるワールドカップでは第1回大会～第4回大会
は1ピリオド10分または15分の3ピリオドマッチで一番多く
点数を取ったチームの勝利（時間制・総得点方式）。第5回大
会～第7回大会は1ピリオド7分で3ピリオド先取したチーム
の勝利（時間制）。第8～第10回大会（2019年）は1ピリオド
13点で3ピリオド先取したチームの勝利。（得点制）
★第11回大会（2024年度）は1ピリオド11点で4ピリオド
先取したチームの勝利。（得点制）

参 考 情 報

■ヒット

■レシーブ
身体のどの部分を使ってボールをレシーブしても構わない。レシーブ後はボール
を持って移動しても、パスしてもよい。
　安全面注意　バレーボールのオーバーハンドパスのように指先でボールを受
　けてはいけません。必ず手のひら全体でボールを受けます。

■備考
1.キンボールスポーツはいかなる身体的な接触をも禁じています。プレーヤーは全員、接触しないよう最善を尽くさねばなりません。
2.キンボールスポーツのルールは状況、レベルに応じて、変更することが認められています。

◆補足　「不当な攻撃(通称 :トップコール)」について
　ヒット時の反則の一つです。これはスポーツマンシップの精神をもとに狙わなければならない上位チームを攻撃せず、
下位チームを攻撃した場合に適用されます。下位チームを攻撃した場合、即座にコールミスの反則がとられます。

◆補足　「レシーブチームのポジション」について
　ヒットチーム以外のレシーブの2チームは常にボールを中心として四角形をつくるように守備位置につくと効果的です。

正しくコールしなかった場合。「コールミス」の一例
1）レフリーにも聞こえない小さなコールの場合。
2）2人以上のプレーヤーが同時にコールした場合。
3）自分のチームカラーや使用していないチームカラーをコールした場合。
4）ヒッターの手がボールに触れる前にコールを言い終ってない場合
　（コールしながらのヒットの場合）。

ヒット時の主な反則

レシーブ時の主な反則

反則名 解説

コンタクトミス

コールミス

ショートヒット（短いヒット）

アウトサイド（アウトボール）

トゥワイス（連続ヒット）

ダウンワードヒット
（下向きのヒット）

ヒットしたボールが水平、下向きに飛んだ場合。

1人のプレーヤーが続けて2回ヒットした場合。

ヒットしたボールが1.8ｍ以上飛ばなかった場合。

ヒットの瞬間、ヒットチームのプレーヤー4人全員がボールに触っていなかった場合。

ヒットしたボールが直接コート外に落ちた場合。

レシーブチームはボールから1.8ｍの範囲内に1名のみプレーヤーをおくことができる。
レフリーがヒットの瞬間に2人以上のプレーヤーがいたと判断した場合。

3番目のプレーヤーがボールに触ってボールがコントロールされた後に、そのチームが意図的
に水平方向にボールの移動やパスを行った場合。

反則名 解説

レシーブミス

イリーガルディフェンス
（不正なディフェンス）

タイムオーバー
（時間ルール違反）

イリーガルトラベリング
(不正なボール移動)

アウトサイド
（アウトボール）

ボールが床につく前にレシーブできなかった場合。

1）レシーブしたボールがコート外に落ちた場合。
2）レシーブ時、両足がコート外にある場合。

1）10秒ルール違反・・・1番目のプレーヤーがレシーブしてから10秒以内にヒットしなかった場合。
2）5秒ルール違反 ・・・・ プレー開始時や再開の際にレフリーのホイッスル後5秒以内にヒットしなかった場合。

ヒットとはボールを打ったり、押し出したりすること。ボールをヒットする時は、腰から上であれば、
どこを使っても構わない。
安全面注意　小学生以下及び練習を積んでいない人の場合、ヒットは必ず両手で行うこと。
安全面注意　ヒット時、ボールを支えるプレーヤーはできるだけ頭を下げること。頭を上げて
　　　　　　いると、ヒットされたボールが頭に当たる可能性があり危険です。

レシーブチームの混乱を招くため、コールと同時のヒットは反則です。
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　ヒット時の反則の一つです。これはスポーツマンシップの精神をもとに狙わなければならない上位チームを攻撃せず、
下位チームを攻撃した場合に適用されます。下位チームを攻撃した場合、即座にコールミスの反則がとられます。

◆補足　「レシーブチームのポジション」について
　ヒットチーム以外のレシーブの2チームは常にボールを中心として四角形をつくるように守備位置につくと効果的です。

正しくコールしなかった場合。「コールミス」の一例
1）レフリーにも聞こえない小さなコールの場合。
2）2人以上のプレーヤーが同時にコールした場合。
3）自分のチームカラーや使用していないチームカラーをコールした場合。
4）ヒッターの手がボールに触れる前にコールを言い終ってない場合
　（コールしながらのヒットの場合）。

ヒット時の主な反則

レシーブ時の主な反則

反則名 解説

コンタクトミス

コールミス

ショートヒット（短いヒット）

アウトサイド（アウトボール）

トゥワイス（連続ヒット）

ダウンワードヒット
（下向きのヒット）

ヒットしたボールが水平、下向きに飛んだ場合。

1人のプレーヤーが続けて2回ヒットした場合。

ヒットしたボールが1.8ｍ以上飛ばなかった場合。

ヒットの瞬間、ヒットチームのプレーヤー4人全員がボールに触っていなかった場合。

ヒットしたボールが直接コート外に落ちた場合。

レシーブチームはボールから1.8ｍの範囲内に1名のみプレーヤーをおくことができる。
レフリーがヒットの瞬間に2人以上のプレーヤーがいたと判断した場合。

3番目のプレーヤーがボールに触ってボールがコントロールされた後に、そのチームが意図的
に水平方向にボールの移動やパスを行った場合。

反則名 解説

レシーブミス

イリーガルディフェンス
（不正なディフェンス）

タイムオーバー
（時間ルール違反）

イリーガルトラベリング
(不正なボール移動)

アウトサイド
（アウトボール）

ボールが床につく前にレシーブできなかった場合。

1）レシーブしたボールがコート外に落ちた場合。
2）レシーブ時、両足がコート外にある場合。

1）10秒ルール違反・・・1番目のプレーヤーがレシーブしてから10秒以内にヒットしなかった場合。
2）5秒ルール違反 ・・・・ プレー開始時や再開の際にレフリーのホイッスル後5秒以内にヒットしなかった場合。

ヒットとはボールを打ったり、押し出したりすること。ボールをヒットする時は、腰から上であれば、
どこを使っても構わない。
安全面注意　小学生以下及び練習を積んでいない人の場合、ヒットは必ず両手で行うこと。
安全面注意　ヒット時、ボールを支えるプレーヤーはできるだけ頭を下げること。頭を上げて
　　　　　　いると、ヒットされたボールが頭に当たる可能性があり危険です。

レシーブチームの混乱を招くため、コールと同時のヒットは反則です。
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役　　員

会長（代表理事）

副会長

副会長

専務理事

常務理事

常務理事

理事

理事

理事

理事

監事

髙見　彰

松井　外喜子

黒川　道子

髙谷　誠

酒井　英登

辻　　貴雄

石川　剛史

清水　学

柴井　健太

南木　恵一

小礒　ゆかり

（兵庫県・関西国際大学教授、兵庫県連盟顧問）

（大阪府・梅花女子大学名誉教授、大阪府連盟会長）

（千葉県・国際武道大学元准教授、千葉県連盟会長）

（兵庫県・公益財団法人三木山人と馬とのふれあいの森協会）

（富山県・中新川広域行政事務組合、富山県連盟副会長兼理事長）

（東京都・会社勤務、香川県連盟理事長）

（東京都・独立行政法人国立青少年教育振興機構、千葉県連盟理事長）

（東京都・会社経営、東京都連盟会長）

（山梨県・北杜市役所、日本連盟山梨県支局担当者）

（富山県・一般社団法人とやまライフデザイン研究所理事長）

（兵庫県・税理士）

顧問

顧問

相談役

相談役

参与

参与

参与

参与

参与

参与

参与

参与

木村　貞樹

藤本　和延

吉田　正信

マリオ・ドゥマ－ス

岡田　挙高

川西　正志

権藤　弘之

坂本　譲

前山　直

山本　和裕

山本　肇

ルーシー・トランブレ

（滋賀県・守山市立明富中学校元校長、日本連盟初代理事長）

（東京都・財団法人笹川スポーツ財団元常務理事）

（大阪府・特定非営利活動法人フレンドリー情報センター代表理事、

　　　　日本連盟初代事務局長）

（カナダ・国際連盟）

（兵庫県・小野市役所）

（鹿児島県・鹿屋体育大学元副学長、鹿児島県連盟会長）

（兵庫県・芦屋市教育委員会スポーツ・青少年課元課長補佐）

（北海道・特定非営利活動法人しらおい創造空間「蔵」元理事長、

　　　　北海道連盟理事長）

（大阪府・梅花女子大学元教授、大阪府連盟理事）

（三重県・高田短期大学、皇学館大学元講師）

（岡山県・真庭市立木山小学校元教頭、岡山県連盟会長）

（東京都・ケベック州政府在日事務所元代表）

名誉役員

役員一覧 2025年度 組織体制 2025年度

総　会

理 事  会

運営会議 事  務  局

競  技
委員会

経営戦略
会議

代表理事
（会長）

コンプライアンス
委員会

リスク管理
委員会

普及推進
委員会

広  報
委員会

日本代表
委員会

総  務
委員会
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会員・指導者・レフリー資格制度

♦普通会員
【対　　象】
次の1～2の手続きを完了しなければならない。
1. 所定の登録用紙を提出した者。
2. 下記の入会金、年会費を納めた者。
※講習会受講の有無は関係なし。

■種別　Ｃ級、Ｂ級、Ａ級の3種類。※リーダー以上の指導者資格を有している者がレフリー資格を取得できる。
①Ｃ級レフリー
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツ リーダーである者。
2. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認のC級レ
    フリー認定講習会を受講し、C級レフリー認定試験（筆記お
    よび実技）に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【試験内容】
レフリー実技試験と筆記試験。
【費　　用】
受験時、受験料2,000円　
合格後、認定登録料2,000円
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は2,000円。

②Ｂ級レフリー
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツC級レフリーであり、以下3つの条件の
     1つ以上を満たしている者。
　 ・日本連盟役員の推薦のある者。
　 ・各都道府県連盟の推薦のある者。
　 ・地域の大会にて3回以上レフリーを務めた経験のある者。
　　大会主催者の証明が必要。
2. B級レフリー認定試験（筆記および実技）に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【試験内容】
レフリー実技試験と筆記試験。
【費　　用】
受験時、受験料5,000円
合格後、認定登録料5,000円
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は3,000円。

③A級レフリー
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツB級レフリーである者。
2. 日本連盟競技委員会の推薦のある者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 右記の認定登録料を納めた者。

【試験内容】
レフリー実技試験と筆記試験。
【費　　用】
受験時、受験料10,000円　
合格後、認定登録料10,000円
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は5,000円。
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■種別　リーダー、C級コーチ、B級コーチ、A級コーチの4種類。
①キンボールスポーツ リーダー
【資格対象】
次の1～5の条件をすべて満たさなければならない。
1. 満15歳以上（中学生は不可）である者。
2. 日本キンボールスポーツ連盟普通会員である者。
3. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認の
　 リーダー講習会を受講した者。
4. 所定の登録用紙を提出した者。
5. 下記の認定登録料を納めた者。
【費　　用】  認定登録料　1年度1,000円

【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は1,000円。
【資格内容】
1. 日本連盟承認による体験会が開催できる。 
2. キンボールスポーツC級コーチの資格取得の権利が得られる。
3. キンボールスポーツC級レフリーの資格取得の権利が得られる。
4. 日本キンボールスポーツ連盟普通会員の特典含む。

④キンボールスポーツ A級コーチ
【資格対象】
次の1～6の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツB級コーチである者。
2. キンボールスポーツリーダー講習会またはC級コーチ講習会
　 を指導担当したことがある者。
3. 都道府県連盟の推薦がある者または日本連盟役員や委員会
　 の推薦がある者。
4. 日本連盟の指導者養成委員会が指導する日本連盟承認のA級
　 コーチ講習会を受講し、A級コーチ認定試験（筆記および実技）
　 に合格した者。
5. 所定の登録用紙を提出した者。
6. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【費　　用】
受験時、受験料10,000円　
合格後、認定登録料10,000円
【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動およびB級コーチの育成。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は5,000円。

【資格内容】
1. 日本連盟承認によるB級コーチ講習会を開催できる。
　 （研修受講要）
2. 普通会員の特典、リーダー、C級コーチ、B級コーチ
　 の資格内容含む。

【期　　間】
1年度　1年単位で更新の手続きが必要。
【特　　典】
1. 会員証が発行される。
2. 日本連盟主催等の大会、講習会の
    参加費が会員価格（割引価格）になる。
3. 日本連盟主催のジャパンオープンの
    会員に限定されている部門に出場できる。
4. キンボールスポーツの用具が会員価格でレンタルできる。
5. 無償の資料提供（要実費送料）を100部まで受けられる。
6. キンボールスポーツ リーダーの資格取得の権利が得られる。

【費　　用】
初年度のみ　入会金　1,000円
年会費　1年度3,000円（キンボールスポーツ リーダー
との同時取得者は初年度のみ全額免除）
※小学生および中学生の場合は1,000円（ジュニア会員）。

②キンボールスポーツ C級コーチ
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツリーダーである者。
2. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認の
　 C級コーチ講習会を受講し、C級コーチ認定試験（筆記）
　 に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 下記の受験料および認定登録料を納めた者。
【費　　用】
受験時、受験料2,000円　
合格後、認定登録料2,000円

【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動およびリーダーの育成。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は2,000円。
【資格内容】
1. 日本連盟承認によるリーダー講習会を開催できる。
2. キンボールスポーツB級コーチの資格取得の権利が得られる。
3. ジャパンオープン・男子部門、女子部門、混合部門、Over
　 40部門等のオフィシャルルールの部門において、アシス
　 タントコーチを務めることができる。
4. 普通会員の特典、リーダーの資格内容含む。

③キンボールスポーツ B級コーチ
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツC級コーチである者。
2. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認の
　 B級コーチ講習会を受講し、B級コーチ認定試験（筆記）
　 に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 下記の受験料および認定登録料を納めた者。
【費　　用】
受験時、受験料5,000円　
合格後、認定登録料5,000円

【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動およびC級コーチの育成。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は3,000円。
【資格内容】
1. 日本連盟承認によるC級コーチ講習会を開催できる。（研修受講要）
2. キンボールスポーツA級コーチの資格取得の一部権利が得られる。
3. ジャパンオープン・男子部門、女子部門、混合部門、Over
　 40部門等のオフィシャルルールの部門において、ヘッド
　 コーチを務めることができる。
4. 普通会員の特典、リーダー、C級コーチの資格内容含む。 指導者、レフリーの資格を取得するとそれぞれの資格認定証が発行されます。
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会員・指導者・レフリー資格制度

♦普通会員
【対　　象】
次の1～2の手続きを完了しなければならない。
1. 所定の登録用紙を提出した者。
2. 下記の入会金、年会費を納めた者。
※講習会受講の有無は関係なし。

■種別　Ｃ級、Ｂ級、Ａ級の3種類。※リーダー以上の指導者資格を有している者がレフリー資格を取得できる。
①Ｃ級レフリー
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツ リーダーである者。
2. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認のC級レ
    フリー認定講習会を受講し、C級レフリー認定試験（筆記お
    よび実技）に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【試験内容】
レフリー実技試験と筆記試験。
【費　　用】
受験時、受験料2,000円　
合格後、認定登録料2,000円
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は2,000円。

②Ｂ級レフリー
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツC級レフリーであり、以下3つの条件の
     1つ以上を満たしている者。
　 ・日本連盟役員の推薦のある者。
　 ・各都道府県連盟の推薦のある者。
　 ・地域の大会にて3回以上レフリーを務めた経験のある者。
　　大会主催者の証明が必要。
2. B級レフリー認定試験（筆記および実技）に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【試験内容】
レフリー実技試験と筆記試験。
【費　　用】
受験時、受験料5,000円
合格後、認定登録料5,000円
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は3,000円。

③A級レフリー
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツB級レフリーである者。
2. 日本連盟競技委員会の推薦のある者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【試験内容】
レフリー実技試験と筆記試験。
【費　　用】
受験時、受験料10,000円　
合格後、認定登録料10,000円
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は5,000円。
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■種別　リーダー、C級コーチ、B級コーチ、A級コーチの4種類。
①キンボールスポーツ リーダー
【資格対象】
次の1～5の条件をすべて満たさなければならない。
1. 満15歳以上（中学生は不可）である者。
2. 日本キンボールスポーツ連盟普通会員である者。
3. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認の
　 リーダー講習会を受講した者。
4. 所定の登録用紙を提出した者。
5. 下記の認定登録料を納めた者。
【費　　用】  認定登録料　1年度1,000円

【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は1,000円。
【資格内容】
1. 日本連盟承認による体験会が開催できる。 
2. キンボールスポーツC級コーチの資格取得の権利が得られる。
3. キンボールスポーツC級レフリーの資格取得の権利が得られる。
4. 日本キンボールスポーツ連盟普通会員の特典含む。

④キンボールスポーツ A級コーチ
【資格対象】
次の1～6の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツB級コーチである者。
2. キンボールスポーツリーダー講習会またはC級コーチ講習会
　 を指導担当したことがある者。
3. 都道府県連盟の推薦がある者または日本連盟役員や委員会
　 の推薦がある者。
4. 日本連盟の指導者養成委員会が指導する日本連盟承認のA級
　 コーチ講習会を受講し、A級コーチ認定試験（筆記および実技）
　 に合格した者。
5. 所定の登録用紙を提出した者。
6. 右記の受験料および認定登録料を納めた者。

【費　　用】
受験時、受験料10,000円　
合格後、認定登録料10,000円
【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動およびB級コーチの育成。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は5,000円。

【資格内容】
1. 日本連盟承認によるB級コーチ講習会を開催できる。
　 （研修受講要）
2. 普通会員の特典、リーダー、C級コーチ、B級コーチ
　 の資格内容含む。

【期　　間】
1年度　1年単位で更新の手続きが必要。
【特　　典】
1. 会員証が発行される。
2. 日本連盟主催等の大会、講習会の
    参加費が会員価格（割引価格）になる。
3. 日本連盟主催のジャパンオープンの
    会員に限定されている部門に出場できる。
4. キンボールスポーツの用具が会員価格でレンタルできる。
5. 無償の資料提供（要実費送料）を100部まで受けられる。
6. キンボールスポーツ リーダーの資格取得の権利が得られる。

【費　　用】
初年度のみ　入会金　1,000円
年会費　1年度3,000円（キンボールスポーツ リーダー
との同時取得者は初年度のみ全額免除）
※小学生および中学生の場合は1,000円（ジュニア会員）。

②キンボールスポーツ C級コーチ
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツリーダーである者。
2. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認の
　 C級コーチ講習会を受講し、C級コーチ認定試験（筆記）
　 に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 下記の受験料および認定登録料を納めた者。
【費　　用】
受験時、受験料2,000円　
合格後、認定登録料2,000円

【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動およびリーダーの育成。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は2,000円。
【資格内容】
1. 日本連盟承認によるリーダー講習会を開催できる。
2. キンボールスポーツB級コーチの資格取得の権利が得られる。
3. ジャパンオープン・男子部門、女子部門、混合部門、Over
　 40部門等のオフィシャルルールの部門において、アシス
　 タントコーチを務めることができる。
4. 普通会員の特典、リーダーの資格内容含む。

③キンボールスポーツ B級コーチ
【資格対象】
次の1～4の条件をすべて満たさなければならない。
1. キンボールスポーツC級コーチである者。
2. 日本連盟の認定する講師が指導する日本連盟承認の
　 B級コーチ講習会を受講し、B級コーチ認定試験（筆記）
　 に合格した者。
3. 所定の登録用紙を提出した者。
4. 下記の受験料および認定登録料を納めた者。
【費　　用】
受験時、受験料5,000円　
合格後、認定登録料5,000円

【資格役割】
キンボールスポーツの普及活動およびC級コーチの育成。
【資格期間】
日本連盟事務局での手続き完了より当該年度末まで。
1年単位で更新の手続きが必要。更新料は3,000円。
【資格内容】
1. 日本連盟承認によるC級コーチ講習会を開催できる。（研修受講要）
2. キンボールスポーツA級コーチの資格取得の一部権利が得られる。
3. ジャパンオープン・男子部門、女子部門、混合部門、Over
　 40部門等のオフィシャルルールの部門において、ヘッド
　 コーチを務めることができる。
4. 普通会員の特典、リーダー、C級コーチの資格内容含む。 指導者、レフリーの資格を取得するとそれぞれの資格認定証が発行されます。
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以下に紹介した内容は、ほんの一部でしかありません。アレンジは無限大です。
道具の工夫や道具をどのように使うかも大きなポイントになります。

『キンボールアクティビティ』／実践紹介

キンボール・ボウリング

【準備する物】

●「キンボール」を投げたり，転がしたり、ヒットしたりして、巨大なボーリングピンを倒した得点
を競います。
※「キンボール」をセットする位置からピンまでの距離を基本約１５ｍとします。
※投球方法は、シーツを使用して４人で協力して転がしたり，投げたり、通常のヒットスタイル（３人で
支えて１人がヒットする形）でヒットしたり、２人で「キンボール」を支えた間を車椅子で通り抜ける形
で転がしたりなど、各チームで選択しながら進めていきます。
※倒したピンの数を得点（例／ストライクの場合は１０点）としたり、ピンのカラーによって得点が変化し
たり、投球方法の選択によりボールコントロールの難しさや、ピンまでの距離が遠くなることで得点が
高得点になるなど、決められた投球回数（１０投／１チーム）によるチームの総合得点で競います。

【内　容】

●使用するピンを大きくすることで、目標が明確になることや倒れた時のダイナミックなピン
アクションが爽快感につながるなど、参加者全員の注目が集中することで誰もが主役になれ
る機会を持こととなります。
※また、３本のピンの設置準備が簡単であることなども大きなピンを使用する理由です。
●チーム内のメンバーを配慮した投球方法の選択や戦略的な投球方法の選択、そこから協
力して作り上げるパフォーマンスは、共遊・主体・創造に向き合った一つの結果といえます。

【ねらい】

●参加者の能力によっては、ヒットしたり、転がしたりしたボールがピンまで届かないこともあ
るので、距離を近くしたりする配慮も必要になってきます。

【備　考】

●シーツ（１５０㎝×２００㎝）、三角コーン
※シーツの枚数や三角コーンの数は、参加人数や内容によって随時異なります。

キンボール・シーツトランス

【準備する物】

●４人のプレーヤーがシーツの四隅を持ち、その上に「キンボール」をのせて落とさないよ
うに運びます。
※スタートとゴールを一緒にし、折り返し地点を作り往復する形で運ぶだけでも十分楽しいので
すが、チームを作ってシーツの上にのせた「キンボール」をバトン代わりにして競争したり、チー
ムのトランスタイムを予想してもらい予想タイムの近さを競ったりします。
※また、スラロームの動きや４人で１回「キンボール」を上に投げてキャッチするなど、トランス過程の
中に変化をつけると挑戦意欲も増してさらに楽しくなります。

【内　容】

●シーツを介して仲間の動きが感じられ、運ぶスピードを調整したり「キンボール」を落と
さないようにバランスを保ったりと、４人で一つのまとまった動きを引き出すことになり
ます。
※バトンタッチも四隅の入れ替わりが確実に出来ないと「キンボール」を落とすことになるため、最初
から最後まで協力する内容が盛りだくさんの活動になります。

【ねらい】

【備　考】
●シーツの四隅は、結び目をつけたり、リングをつけたりすると持ちやすくなり、握力がな
くてもしっかりと持ち続けることが可能になります。また、車椅子操作や、手の障害が重
い場合もリングを車椅子に引っかけて固定することでトランスが可能になります。
●シーツの大きさを変化させると、上にのせる「キンボール」の安定度もことなるため、運
ぶ時に変化がでて面白さがアップします。

「できた！！」を実感する多くの体験が、挑戦することの楽しさを知る機会となり、それが「キンボール」への
多くの支持につながるといえます。さらに知名度がアップすることで、スポーツ競技としての「キンボール
スポーツ」への興味関心も高まり、スポーツとして追求する人も増えてくると思われます。

ま と め

★一つの『キンボールアクティビティ』から、道具の工夫や使い方、参加者に合わせた構成を行うことで、
無限大に広がる可能性を持っています。

栗山 光英 （和歌山県在住）

理学療法士
和歌山県キンボールスポーツ連盟元会長

●三色カラーピン
   （円筒スチロール／直径３０㎝×高さ９０㎝）
　シーツ（１５０㎝×２００㎝）。
※青・赤・黄の巨大な三色の円筒スチ
ロール３本をボウリングピンとして使
用します。
※シーツは、「キンボール」を上にのせ
た状態から、４人で協力して転がし
たり、投げたりするのに使用します。
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以下に紹介した内容は、ほんの一部でしかありません。アレンジは無限大です。
道具の工夫や道具をどのように使うかも大きなポイントになります。

『キンボールアクティビティ』／実践紹介

キンボール・ボウリング

【準備する物】

●「キンボール」を投げたり，転がしたり、ヒットしたりして、巨大なボーリングピンを倒した得点
を競います。
※「キンボール」をセットする位置からピンまでの距離を基本約１５ｍとします。
※投球方法は、シーツを使用して４人で協力して転がしたり，投げたり、通常のヒットスタイル（３人で
支えて１人がヒットする形）でヒットしたり、２人で「キンボール」を支えた間を車椅子で通り抜ける形
で転がしたりなど、各チームで選択しながら進めていきます。
※倒したピンの数を得点（例／ストライクの場合は１０点）としたり、ピンのカラーによって得点が変化し
たり、投球方法の選択によりボールコントロールの難しさや、ピンまでの距離が遠くなることで得点が
高得点になるなど、決められた投球回数（１０投／１チーム）によるチームの総合得点で競います。

【内　容】

●使用するピンを大きくすることで、目標が明確になることや倒れた時のダイナミックなピン
アクションが爽快感につながるなど、参加者全員の注目が集中することで誰もが主役になれ
る機会を持こととなります。
※また、３本のピンの設置準備が簡単であることなども大きなピンを使用する理由です。
●チーム内のメンバーを配慮した投球方法の選択や戦略的な投球方法の選択、そこから協
力して作り上げるパフォーマンスは、共遊・主体・創造に向き合った一つの結果といえます。

【ねらい】

●参加者の能力によっては、ヒットしたり、転がしたりしたボールがピンまで届かないこともあ
るので、距離を近くしたりする配慮も必要になってきます。

【備　考】

●シーツ（１５０㎝×２００㎝）、三角コーン
※シーツの枚数や三角コーンの数は、参加人数や内容によって随時異なります。

キンボール・シーツトランス

【準備する物】

●４人のプレーヤーがシーツの四隅を持ち、その上に「キンボール」をのせて落とさないよ
うに運びます。
※スタートとゴールを一緒にし、折り返し地点を作り往復する形で運ぶだけでも十分楽しいので
すが、チームを作ってシーツの上にのせた「キンボール」をバトン代わりにして競争したり、チー
ムのトランスタイムを予想してもらい予想タイムの近さを競ったりします。
※また、スラロームの動きや４人で１回「キンボール」を上に投げてキャッチするなど、トランス過程の
中に変化をつけると挑戦意欲も増してさらに楽しくなります。

【内　容】

●シーツを介して仲間の動きが感じられ、運ぶスピードを調整したり「キンボール」を落と
さないようにバランスを保ったりと、４人で一つのまとまった動きを引き出すことになり
ます。
※バトンタッチも四隅の入れ替わりが確実に出来ないと「キンボール」を落とすことになるため、最初
から最後まで協力する内容が盛りだくさんの活動になります。

【ねらい】

【備　考】
●シーツの四隅は、結び目をつけたり、リングをつけたりすると持ちやすくなり、握力がな
くてもしっかりと持ち続けることが可能になります。また、車椅子操作や、手の障害が重
い場合もリングを車椅子に引っかけて固定することでトランスが可能になります。
●シーツの大きさを変化させると、上にのせる「キンボール」の安定度もことなるため、運
ぶ時に変化がでて面白さがアップします。

「できた！！」を実感する多くの体験が、挑戦することの楽しさを知る機会となり、それが「キンボール」への
多くの支持につながるといえます。さらに知名度がアップすることで、スポーツ競技としての「キンボール
スポーツ」への興味関心も高まり、スポーツとして追求する人も増えてくると思われます。

ま と め

★一つの『キンボールアクティビティ』から、道具の工夫や使い方、参加者に合わせた構成を行うことで、
無限大に広がる可能性を持っています。

栗山 光英 （和歌山県在住）

理学療法士
和歌山県キンボールスポーツ連盟元会長

●三色カラーピン
   （円筒スチロール／直径３０㎝×高さ９０㎝）
　シーツ（１５０㎝×２００㎝）。
※青・赤・黄の巨大な三色の円筒スチ
ロール３本をボウリングピンとして使
用します。
※シーツは、「キンボール」を上にのせ
た状態から、４人で協力して転がし
たり、投げたりするのに使用します。
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レフリング

●公式、非公式試合にかかわらず、試合がスムーズに進行するように監督し、確認すること。
●プレーヤー、コーチなどすべての人がルールを守っているかどうかを確認すること。
●すべての人がスポーツマンシップをもって参加し、楽しんでいることを確認すること。

レフリングの目的

●憶測ではなく、目で見た事実のみを判断しなければならない。
●観客も含んだすべての人のどんな言動においても中立でなければならない。
●怪我をしないように、初心者のプレーヤーには、ボールを支える時に頭を下げるように
言わなければならない。

レフリーとしての心得

●大会でレフリーを務める人は皆、豊富なプレー経験があり、選手の動き方やルールを
熟知していて、どんな状況でもルールを正しく適用しなければならない。
●優れたレフリーはどんな状況でも機転がきき、礼儀正しくなければならない。この能力
は基本的な資質である。
●優れたレフリーは常に素早く、自信をもって決定を下す。躊躇すれば、選手やコーチか
ら自信がないレフリーだとみなされる。
●優れたレフリーは勇気と誠実さをもって、全ての反則をコールする。反則のコールは、
得点やプレーヤー、チームを気にせずに行わなければならない。その決定が自分とプ
レーヤーの関係にどのような影響を及ぼすかについても気にかけてはならない。
●レフリーはプレッシャーや脅しに負けてはならない。
●レフリーは理由なく試合を遅らせたり、止めたりするものがないように注意を払わなけ
ればならない。

優れたレフリーであるためには

飛沫を飛ばさないキンボールスポーツ

飛沫を飛ばさないために、聴覚障がい者向けの
「ジェスチャー・キンボールスポーツ」のやり方をアレンジして取り入れた内容でやってみましょう！

ゲームにおいて飛沫が飛ぶのは以下の状況があります。

レフリーがホイッスルを吹く時 「オムニキン」＋「カラー」コール時 レフリーの復唱

カラーのコール3
旗などでカラーを
表示

B

片手を
上げる

A 両手を叩くB

レフリー用ホイッスルへの対策1 「オムニキン」コールを表現2

または または

攻撃するチームが決まっているため、セットをしてすぐヒットができます。
ラリーも速いテンポで続くので、中級者以上の練習に良いと思います。

ピンク → 桃 グレー → ねずみ ブラック→髪触る

ヒッターはレフリーがカラーを示してからヒット！

特別に楽しむ応
用編

■ピンクのジェスチャーはハートに
変えてもよいかも！
■慣れてくればジェスチャーの前
に色んな動きを入れてみると、
盛り上がります。

笛の音とボールの打音、走る音と息づかいの静かに激しい空間はとても不思議な感じですので、是非一度やってみてください！

点差がついている場合のみ、通常の攻撃が可能に
なります。

普及広報委員会（2021年度）提案

コールをしないキンボールスポーツ 育成強化委員会（2021年度）石岡委員長提案

レフリーの復唱4
リストバンドを示すA

電子ホイッスル使用A ホイッスルカバー着用B

または

 実際にやってみていろいろわかりました！
●コールはヒッターがした方がわかりやすい！
●カラーのジェスチャーはゆっくりと大きくわかりやすい動きで！
●レフリーがカラーを示してからのヒットなので速攻は無し！
●当然、レフリーの反則のジェスチャーも大きく！

桃の形をつくります。 ネズミを表現します。 髪を上から下になでます。

1点 2点

3点

例：

あらかじめ攻撃するカラーを決めておいて、同点の
場合はそのルールに沿って攻撃する。
「オムニキン」もないため、セットをしたらすぐにヒット！
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］レフリング

レフリーとしての準備

1）身体の準備
レフリーは試合前から身体的な準備をしておかなければならない。そのためには、試合前に
ウォーミングアップの時間をとる必要がある。ウォーミングアップは下記の助けとなる。
●怪我の危険性を低くする。
●試合でレフリーを行うために要求されるレベルの高い動作の準備ができる。
●よりよい動きができるようになり、試合の最初から素早い動きができる。
さらに、レフリーは高レベルの試合のリズムについていけるよう身体をよいコンディション
に維持しておかなければならない。レフリーがこれを怠った場合、間違った場所にいたり、 
レフリーの決定や信用性を失いかねない動きをする危険がある。

2）心の準備
トップレベルのレフリングを行えるよう、レフリーはトップレベルの選手同様自分自身の心
の準備に時間を割かなければならない。このような準備は時間においても、方法において
も個人個人のやり方がある。下記は、上手に心の準備をする方法の手がかりとなるもので
ある。
★はっきりと思い浮かべること：
　レフリーは自分の様々な仕事を心に思い描く/配置、移動、ジェスチャー、介入手順、役目
　と責任。
★ルールの復習：
　レフリーは適用するのが比較的複雑なルールに特に注意して復習しなければならない。
　これは、試合前や試合中にチームのキャプテン、ヘッドコーチからの質問に答えるために
　も非常に役立つ準備である。レフリーがプレーヤーの質問に対してはっきりとした、正確
　な答えを用意することができれば、レフリーに対する信頼がより大きくなり、信用も高まる。
★マニュアルでの復習：
　レフリーは時間をとってこのマニュアルを徹底的に復習しなければならない。自分の役
　割同様、手順、位置取り、移動が頭の中で生き生きとよみがえるよう確かなものにしなけ
　ればならない。
★前向きに考える：
　レフリーは自分がレフリングして非常にうまくいった試合のことを思い出すこと。このこ
　とは自信となり、自分の仕事によい効果を与える。
★落とし穴を意識する：
　心の準備を行う間、レフリーは自信過剰という落とし穴を意識しなければならない。
　レフリーは自分に割り当てられた試合を過小評価したり、軽く見てはならない。
　通常、自信過剰はレフリーの仕事に否定的な影響を与え、決定に影響を及ぼす。

Ⅰ　ゲームの流れ   　　時間制試合の場合 

① 　　選手をベンチ前に整列させ、試合チーム、ベンチ入りメンバーの確認、 服装、装飾品等のチェックを
行う。コートの安全、ラインの確認。　スコアキーパーと得点の入れ方を確認。

※レフリーは時間確認が必要なため腕時計をつける（ストップウオッチ機能のついたもの）。
※警告提示のためにレッドカード、イエローカードを携帯する。 

机
スコアボード・タイマー

●スコアキーパー
●タイムキーパー

予備ボール

HRはスコアボードが見える位置

■AR

■HR

KIN-BA     L   L

KIN-BA     L   L

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

② キャプテンを中央に呼び諸注意を行う。

③　試合開始の所定の位置につかせる。

<日本での会場図例>

※ベンチの順番は、
スコアボードの順番。
日本においては、
現在、順番の違う
２種類のスコアボード
がある。

※ピンクのかわりに
ブルーを使うことも
ある。

ブ
ラ
ッ
ク

グ
レ
ー

ピ
ン
ク

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
エ
リ
ア

●各チームのキャプテンと握手を行う。
●試合の進め方（レフリーが見えないものに
ついてはジャッジをしない、セルフジャッジ
の禁止等）について、キャプテンに伝える。
●公式ルールはピンク（またはブルー）から
ヒット。
●質問等があれば受け付ける。
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ） ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

⑥位置を確認し、合図（ＡＲにヒットインの権
限を与える）を行う。

●スコアキーパー、タイムキーパーを確認し、
合図（ＡＲにヒットインの権限を与える）を
送る。 
※合図は、手のひらを上にして前に差し出す。

タイムキーパーは
時計をスタートさせる。 ●ヒットインのホイッスルを吹く。

 （短く2回）。

●ピンク（またはブルー）のアームバンドを
指し示す。

●ヒットチームに直ちにセットを促す。

守備の四角形の外側から３ｍ程
度の位置（守備の位置、コート
サイズによる）

ボールから２ｍ程度（足を大きく一歩
踏み出した時、セットを行っている人
に触ることのできる位置） 

   ④  選手をコートに入れる。 

●腕を３回前にまわしながら長くホイッスルを
吹き、選手をコートに入れる。

●ピンク（またはブルー）チームのベンチを指
し、そのチームのカラーをコールする。

⑤ ヒッターに対してのレフリーの位置取りを行う 。

●ＨＲはＡＲの位置を確認し、場合によっては、
ＡＲの立ち位置を補正する。
※ＡＲの適切な位置を手で指し、ＡＲがその位置
にくるまで手の位置を保持する。

⑦ＨＲの合図を確認し、うなずいてＨＲ
に知らせ、ヒットインの合図を行い、
試合を開始(または再開)する。

８５度

■ＡＲ

■ＨＲ

ヒッター
KIN-BA     L   L

★時間制　　　試合の場合

●HＲとAＲは、ボールをはさんで向かい合って立つ。

タイムキーパーは試合時間に合わせて、
試合終了を大きな音で知らせる。

⑧ ホイッスルを長く吹き、試合終了のジェ
スチャーを行う。

⑨ボールを中央に戻し、プレーヤーを集合 
させる。 

●得点を確認する。
●全選手に握手を促す。

⑩ スコアシートにサインする。 

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップポイント、勝ち点を確認し、サインする。スコアシート
へサインするまでの間、プレーヤー等を目視で確認する。（場合によってはゲームポイント、スポー
ツマンシップポイント、勝ち点は本部で記入）

◆ 反則が起こった場合

◆ タイムアウトを要求された場合

◆ 口頭注意、警告を行う場合

★時間制 試合の場合

※時間制試合の場合、タイムキーパーの試合終了の合図があった瞬間に反則が行われても、
　その反則は無効となる。

⇒　　31ページ  Ⅷ  に進む

⇒　　33ページ　Ⅸ  に進む

⇒　　34ページ　Ⅹ  に進む
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ） ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

⑥位置を確認し、合図（ＡＲにヒットインの権
限を与える）を行う。

●スコアキーパー、タイムキーパーを確認し、
合図（ＡＲにヒットインの権限を与える）を
送る。 
※合図は、手のひらを上にして前に差し出す。

タイムキーパーは
時計をスタートさせる。 ●ヒットインのホイッスルを吹く。

 （短く2回）。

●ヒットチームに直ちにセットを促す。

守備の四角形の外側から３ｍ程
度の位置（守備の位置、コート
サイズによる）

ボールから２ｍ程度（足を大きく一歩
踏み出した時、セットを行っている人
に触ることのできる位置） 

   ④  選手をコートに入れる。 

●腕を３回前にまわしながら長くホイッスルを
吹き、選手をコートに入れる。

⑤ ヒッターに対してのレフリーの位置取りを行う 。

●ＨＲはＡＲの位置を確認し、場合によっては、
ＡＲの立ち位置を補正する。
※ＡＲの適切な位置を手で指し、ＡＲがその位置
にくるまで手の位置を保持する。

⑦ＨＲの合図を確認し、うなずいてＨＲ
に知らせ、ヒットインの合図を行い、
試合を開始(または再開)する。

８５度

■ＡＲ

■ＨＲ

ヒッター
KIN-BA     L   L

★時間制　　　試合の場合

●HＲとAＲは、ボールをはさんで向かい合って立つ。

タイムキーパーは試合時間に合わせて、
試合終了を大きな音で知らせる。

⑧ ホイッスルを長く吹き、試合終了のジェ
スチャーを行う。

⑨ボールを中央に戻し、プレーヤーを集合 
させる。 

●得点を確認する。
●全選手に握手を促す。

⑩ スコアシートにサインする。 

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップポイント、勝ち点を確認し、サインする。スコアシート
へサインするまでの間、プレーヤー等を目視で確認する。（場合によってはゲームポイント、スポー
ツマンシップポイント、勝ち点は本部で記入）

◆ 反則が起こった場合

◆ タイムアウトを要求された場合

◆ 口頭注意、警告を行う場合

★時間制 試合の場合

※時間制試合の場合、タイムキーパーの試合終了の合図があった瞬間に反則が行われても、
　その反則は無効となる。

⇒　　31ページ  Ⅷ  に進む

⇒　　33ページ　Ⅸ  に進む

⇒　　34ページ　Ⅹ  に進む
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ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

Ⅱ　複数ピリオドで試合を行う場合 

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

●得点の最も低いチームが次のピリオドの
最初のヒットチームとなる。　
●得点が同じ場合は、当該チームのキャプテ
ンを集め、ＨＲの指示のもと、ジャンケンも
しくはサイコロでヒットチームを決定する。

（１）　各ピリオドの得点を加算していき，最終合計得点で勝敗を競う場合

①ホイッスルを長く吹き、ピリオド終了の
ジェスチャーを行う。

②ピリオドポイントを確認し、スコアシート
に記入する。

③プレーヤーをベンチに戻すとともに、
　 次のピリオドのヒットチームを確認する。

④ピリオド間でＨＲとＡＲは情報交換を行う。情報交換はプレーヤーの状況を把握するため、プレー
ヤー等が見える位置で行う。

⑤決められた休憩時間が過ぎたら選手を
コートに入れる。 

●時間になったら、腕を３回前にまわしなが
ら長いホイッスルを吹き､選手をコートに
入れる。

●ヒット権を得たチームのベンチを指し、その
チームのカラーをコールする。
※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める場合がある。

※ボールはコートに置いたままにしない。 

●ピリオドでの単独トップチームのみにピリ
オドポイント１点が与えられる。ただし最終
ピリオドでは適用されない。

以 下 22ページⅠ－ ⑤ に 続 く 以 下 22ページⅠ－ ⑤ に 続 く

（２）ピリオド先取制で，各ピリオドの得点をリセットする場合

①ホイッスルを長く吹き、ピリオド終了の
ジェスチャーを行う。

●ピリオド毎に1位を決定するため、同点で
終わった場合は，1位を決めるための5点先
取の延長戦を行う。

② スコアシートに結果を記入する。
③プレーヤーをベンチに戻す。

●最下位チームが複数チームの場合は、
ＨＲの指示のもと、ジャンケンもしくは
サイコロでヒットチームを決定する。

⑤決められた休憩時間が過ぎたら選手を
コートに入れる。 

●時間になったら、腕を３回前にまわしなが
ら長いホイッスルを吹き､選手をコートに
入れる。

●ヒット権を得たチームのベンチを指し、その
チームのカラーをコールする。

※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める場合がある。

④ピリオド間でＨＲとＡＲは情報交換を行う。情報交換はプレーヤーの状況を把握するため、
プレーヤー等が見える位置で行う。

※ボールはコートに置いたままにしない。 

※次のピリオドは前のピリオドの最下位チーム
から始める。
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ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

Ⅱ　複数ピリオドで試合を行う場合 

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

●得点の最も低いチームが次のピリオドの
最初のヒットチームとなる。　
●得点が同じ場合は、当該チームのキャプテ
ンを集め、ＨＲの指示のもと、ジャンケンも
しくはサイコロでヒットチームを決定する。

（１）　各ピリオドの得点を加算していき，最終合計得点で勝敗を競う場合

①ホイッスルを長く吹き、ピリオド終了の
ジェスチャーを行う。

②ピリオドポイントを確認し、スコアシート
に記入する。

③プレーヤーをベンチに戻すとともに、
　 次のピリオドのヒットチームを確認する。

④ピリオド間でＨＲとＡＲは情報交換を行う。情報交換はプレーヤーの状況を把握するため、プレー
ヤー等が見える位置で行う。

⑤決められた休憩時間が過ぎたら選手を
コートに入れる。 

●時間になったら、腕を３回前にまわしなが
ら長いホイッスルを吹き､選手をコートに
入れる。

●ヒット権を得たチームのベンチを指し、その
チームのカラーをコールする。
※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める場合がある。

※ボールはコートに置いたままにしない。 

●ピリオドでの単独トップチームのみにピリ
オドポイント１点が与えられる。ただし最終
ピリオドでは適用されない。

以 下 22ページⅠ－ ⑤ に 続 く 以 下 22ページⅠ－ ⑤ に 続 く

（２）ピリオド先取制で，各ピリオドの得点をリセットする場合

①ホイッスルを長く吹き、ピリオド終了の
ジェスチャーを行う。

●ピリオド毎に1位を決定するため、同点で
終わった場合は，1位を決めるための5点先
取の延長戦を行う。

② スコアシートに結果を記入する。
③プレーヤーをベンチに戻す。

●最下位チームが複数チームの場合は、
ＨＲの指示のもと、ジャンケンもしくは
サイコロでヒットチームを決定する。

⑤決められた休憩時間が過ぎたら選手を
コートに入れる。 

●時間になったら、腕を３回前にまわしなが
ら長いホイッスルを吹き､選手をコートに
入れる。

●ヒット権を得たチームのベンチを指し、その
チームのカラーをコールする。

※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める場合がある。

④ピリオド間でＨＲとＡＲは情報交換を行う。情報交換はプレーヤーの状況を把握するため、
プレーヤー等が見える位置で行う。

※ボールはコートに置いたままにしない。 

※次のピリオドは前のピリオドの最下位チーム
から始める。
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

Ⅲ　試合時間が持ち越される場合 Ⅳ　延長戦が行われる場合 

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ） ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

以 下 22ページⅠ－ ⑤ に 続 く

●タイムアウト等により、ロスタイムが生じ
た場合は、その時点でプレーヤーにロスタ
イムの時間を伝える。 

① 試合終了に合わせて、ホイッスルを吹き、
    一旦試合を止める。 

② ヒットチームを決定する。 

●コールされたチームがボール保持する前
に終了した場合は、攻撃チームがヒットチー
ムとなる。ヒットインは直前にヒットした位
置から始める。
●コールされたチームがボールを保持した
状態で終了した場合は、そのチームがヒッ
トチームとなる。ヒットインはボールを保持
した状態で終了した地点から始める。

③ タイムキーパーにロスタイムの時間を
伝え、タイマーをセットする。

④ボールを所定の位置に置き、直ちにヒッ
トチームにセットを促す。

※複数コートでの同時進行でタイマーを止めることができない時

■チーム申請

■レフリー申請

ロスタイム無し

試合終了
タイムアウト申請

タイムアウト

タイムアウトが取れない時間帯（       2分）

ロスタイム無し

試合終了
タイムアウト申請

タイムアウト

※公式ルールでは、残り2分を切った場合、タイムアウトはとれない。
　大会によっては主催者が別に時間を定める場合もある。

ロスタイム

タイムアウトが取れない時間帯（        2分）

①ホイッスルを吹き、試合終了のジェス
チャーを行う。

●得点及び順位を確認する。
●勝ち点が同点となった当該チームで５点
先取の延長をおこなう旨をプレーヤーに
伝える。

※３チームの延長戦で、２チームが同時に５
点に達した場合、その２チームで５点先取
の再延長を行う。
　（再延長戦は得点を０点に戻して再度始
める）
※延長戦に関する公式ルールは５点先取。
　大会によっては、主催者が別に定める場
合がある。

②ボールを中央に置き、延長戦当該チーム
のキャプテンを集合させる。

③ＨＲの指示を受け、延長戦のヒット権を
決めるトスを行う。 

●ジャンケンもしくはサイコロで最初の
  ヒット権を決める。

延長の際は、当該チームのスコアのみを表示する。

④得点が５点に達した時点でホイッスルを
吹き、試合終了のジェスチャーを行う。

⑤ボールを中央に置き、3チームのプレー
ヤーを集合させる。

●延長戦を行っているのは２チームでも、試
合終了時には３チーム全てを集合させる。 

⑥ スコアシートにサインする。 

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップポイント、勝ち点を確認
し、サインする。スコアシートへサインするまでの間、プレーヤー等
を目視で確認する。（場合によってはゲームポイント、スポーツマン
シップポイント、勝ち点は本部で記入）

●得点及び順位を確認する。
●全選手に握手を促す。

ゲーム中のレフリングについては  22ページ Ⅰ － ⑤ ⑥ ⑦ 参照
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］
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　大会によっては主催者が別に時間を定める場合もある。
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タイムアウトが取れない時間帯（        2分）

①ホイッスルを吹き、試合終了のジェス
チャーを行う。

●得点及び順位を確認する。
●勝ち点が同点となった当該チームで５点
先取の延長をおこなう旨をプレーヤーに
伝える。

※３チームの延長戦で、２チームが同時に５
点に達した場合、その２チームで５点先取
の再延長を行う。
　（再延長戦は得点を０点に戻して再度始
める）
※延長戦に関する公式ルールは５点先取。
　大会によっては、主催者が別に定める場
合がある。

②ボールを中央に置き、延長戦当該チーム
のキャプテンを集合させる。

③ＨＲの指示を受け、延長戦のヒット権を
決めるトスを行う。 

●ジャンケンもしくはサイコロで最初の
  ヒット権を決める。

延長の際は、当該チームのスコアのみを表示する。

④得点が５点に達した時点でホイッスルを
吹き、試合終了のジェスチャーを行う。

⑤ボールを中央に置き、3チームのプレー
ヤーを集合させる。

●延長戦を行っているのは２チームでも、試
合終了時には３チーム全てを集合させる。 

⑥ スコアシートにサインする。 

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップポイント、勝ち点を確認
し、サインする。スコアシートへサインするまでの間、プレーヤー等
を目視で確認する。（場合によってはゲームポイント、スポーツマン
シップポイント、勝ち点は本部で記入）

●得点及び順位を確認する。
●全選手に握手を促す。

ゲーム中のレフリングについては  22ページ Ⅰ － ⑤ ⑥ ⑦ 参照
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

Ⅴ　得点制 （11点） 試合の場合 Ⅵ　得点制 （11点） 複数ピリオド先取試合の場合 

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ） ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

①いずれかのチームが9点になったらホイッ
スルをやや長く3回吹き、最も低い得点
のチームをコートから退場させる。同時
に30秒＋10秒のタイムアウトをとる。 

③ ヒットチームを決定する。 

当該チームのスコアのみ表示する。

⑥ボールを中央に置き、3チームのプレー
ヤーを集合させる。

⑦ スコアシートにサインする。 

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップポイント、勝ち点を確認し、サインする。スコアシート
へサインするまでの間、プレーヤー等を目視で確認する（場合によってはゲームポイント、スポー
ツマンシップポイント、勝ち点は本部で記入）。

●得点及び順位を確認する。
●全選手に握手を促す。

② ボールを中央に戻す。 

④ 30秒経過したら、ヒットチームをコート
中央に戻し、10秒後にヒットインの合図
を行い試合を再開する。

⑤いずれかのチームが11点になったら、ホ
イッスルを長く吹き、試合終了のジェス
チャーを行う。 

●2チームのうち得点の低いチームがヒット
チームとなる。両チームとも9点の場合は
サイコロでヒットチームを決定する。

・いずれの「ターゲット・スコア」、「クリティカル・スコア」を使用した時でも、「クリティカル・スコア」に
達したチームが出た時点で残り2チームが同点だった場合、直前にミスや反則を犯し、相手チーム
の得点を「クリティカル・スコア」にしてしまったチームがコートから出なければならない。
・なお、「クリティカル・スコア」の1点前になるときのみ、不当な攻撃の反則は適用されない。

・この試合形式では各ピリオドの時間には制限がなく、「ターゲット・スコア」と呼ばれる決められた
点数にいち早く達成するのが目的である。
・この試合形式の場合、各ピリオド終了時には2チームしかコートにいない。「クリティカル・スコア（規定の得
点）」に達したチームが出た時点で、最も低い点数のチームがコートから出なければならない。残り2チームは
それまでの得点を保持したままでそのピリオドを戦う。なお、「クリティカル・スコア」とは「ターゲット・スコア」
より2点低い得点のことである。（表参照）

＜得点制＞

●時間になったら、腕を3回前にまわしな
がら長いホイッスルを吹き、選手をコー
トに入れる。
●ヒット権を得たチーム（前のピリオドで
最下位のチーム）のベンチを指し、その
チームのカラーをコールする。
※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める場合がある。

③プレーヤーをベンチに戻す。 

⑤決められた休憩時間が過ぎたら選手を
コートに入れる。

④ピリオド間でＨＲとＡＲは情報交換を行う。情報交換はプレーヤーの状況を把握するため、
プレーヤー等が見える位置で行う。

①いずれかのチームが11点になったらホ
イッスルを長く吹き、ピリオド終了のジ
ェスチャーを行う。 

②スコアシートに結果を記入する。 

※ボールはコートに置いたままにしない。

※次のピリオドは前のピリオドの最下位チーム
から始める。

●試合の勝者になるためには決められたピリオドを先取しなければならない。　　　　　　　　　
1つのチームが決められたピリオドを先取した場合、2位はより多くのピリオドをとっているチー  
ムである。2チームが同じピリオド数を獲得している場合、2位を決めるために5点先取の延長戦を
行う。ただし、スポーツマンシップポイント（警告の有無、数）により順位が決定する場合がある。

　　　各チームのスコアは0にもどす。

9 1 1 1 3 1 5
7 9 1 1 1 3

ターゲット・スコア
クリティカル・スコア

公式ルールでのスコア

※ヒットインチームはタイムアウトの終了を告げるホイッス
ル（タイムアウト開始より30秒後）が鳴ったら、10秒以
内に床のボールを拾い上げなければタイムオーバーの
反則となる。1回目は口頭注意のみ。
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レフリーの手順  2審制 ［ヘッドレフリー（HR）とアシスタントレフリー（AR）の役割］

Ⅴ　得点制 （11点） 試合の場合 Ⅵ　得点制 （11点） 複数ピリオド先取試合の場合 

ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ） ヘッドレフリー（ＨＲ） アシスタントレフリー（ＡＲ）

①いずれかのチームが9点になったらホイッ
スルをやや長く3回吹き、最も低い得点
のチームをコートから退場させる。同時
に30秒＋10秒のタイムアウトをとる。 

③ ヒットチームを決定する。 

当該チームのスコアのみ表示する。

⑥ボールを中央に置き、3チームのプレー
ヤーを集合させる。

⑦ スコアシートにサインする。 

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップポイント、勝ち点を確認し、サインする。スコアシート
へサインするまでの間、プレーヤー等を目視で確認する（場合によってはゲームポイント、スポー
ツマンシップポイント、勝ち点は本部で記入）。

●得点及び順位を確認する。
●全選手に握手を促す。

② ボールを中央に戻す。 

④ 30秒経過したら、ヒットチームをコート
中央に戻し、10秒後にヒットインの合図
を行い試合を再開する。

⑤いずれかのチームが11点になったら、ホ
イッスルを長く吹き、試合終了のジェス
チャーを行う。 

●2チームのうち得点の低いチームがヒット
チームとなる。両チームとも9点の場合は
サイコロでヒットチームを決定する。

・いずれの「ターゲット・スコア」、「クリティカル・スコア」を使用した時でも、「クリティカル・スコア」に
達したチームが出た時点で残り2チームが同点だった場合、直前にミスや反則を犯し、相手チーム
の得点を「クリティカル・スコア」にしてしまったチームがコートから出なければならない。
・なお、「クリティカル・スコア」の1点前になるときのみ、不当な攻撃の反則は適用されない。

・この試合形式では各ピリオドの時間には制限がなく、「ターゲット・スコア」と呼ばれる決められた
点数にいち早く達成するのが目的である。
・この試合形式の場合、各ピリオド終了時には2チームしかコートにいない。「クリティカル・スコア（規定の得
点）」に達したチームが出た時点で、最も低い点数のチームがコートから出なければならない。残り2チームは
それまでの得点を保持したままでそのピリオドを戦う。なお、「クリティカル・スコア」とは「ターゲット・スコア」
より2点低い得点のことである。（表参照）

＜得点制＞

●時間になったら、腕を3回前にまわしな
がら長いホイッスルを吹き、選手をコー
トに入れる。
●ヒット権を得たチーム（前のピリオドで
最下位のチーム）のベンチを指し、その
チームのカラーをコールする。
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●ヒットチームに直ちにセットを促す。
※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める場合がある。

③プレーヤーをベンチに戻す。 

⑤決められた休憩時間が過ぎたら選手を
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④ピリオド間でＨＲとＡＲは情報交換を行う。情報交換はプレーヤーの状況を把握するため、
プレーヤー等が見える位置で行う。

①いずれかのチームが11点になったらホ
イッスルを長く吹き、ピリオド終了のジ
ェスチャーを行う。 

②スコアシートに結果を記入する。 

※ボールはコートに置いたままにしない。

※次のピリオドは前のピリオドの最下位チーム
から始める。

●試合の勝者になるためには決められたピリオドを先取しなければならない。　　　　　　　　　
1つのチームが決められたピリオドを先取した場合、2位はより多くのピリオドをとっているチー  
ムである。2チームが同じピリオド数を獲得している場合、2位を決めるために5点先取の延長戦を
行う。ただし、スポーツマンシップポイント（警告の有無、数）により順位が決定する場合がある。

　　　各チームのスコアは0にもどす。

9 1 1 1 3 1 5
7 9 1 1 1 3

ターゲット・スコア
クリティカル・スコア

公式ルールでのスコア

※ヒットインチームはタイムアウトの終了を告げるホイッス
ル（タイムアウト開始より30秒後）が鳴ったら、10秒以
内に床のボールを拾い上げなければタイムオーバーの
反則となる。1回目は口頭注意のみ。
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レフリーの手順  1審制 ［レフリーの役割］

Ⅰ　ゲームの流れ

①選手をベンチ前に整列させ、試合チーム、ベンチ
入りメンバーの確認、服装、装飾品等のチェック
を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　
コートの安全、ラインの確認。スコアキーパーと
得点の入れ方を確認。 

※レフリーは時間確認が必要なため腕時
計をつける（ストップウオッチ機能のつ
いたもの）。
※警告提示のためにレッドカード、イエロー
カードを携帯する。 

②キャプテンを中央に呼び諸注意を行う。 ●各チームのキャプテンと握手を行う。
●試合の進め方（レフリーが見えないも
のについてはジャッジをしない、セルフ
ジャッジの禁止等）について、キャプテ
ンに伝える。
●質問等があれば受け付ける。

③試合開始の所定の位置につく。

机
スコアボード・タイマー

●スコアキーパー
●タイムキーパー

予備ボール

■ R

KIN-BA     L   L

KIN-BA     L   L

<日本での会場図例>

※ベンチの順番は、
スコアボードの順番。
日本においては、
現在、順番の違う
２種類のスコアボード
がある。

※ピンクのかわりに
ブルーを使うことも
ある。

ブ
ラ
ッ
ク
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レ
ー

ピ
ン
ク

●腕を３回前にまわしながら長くホイッス
ルを吹き、選手をコートに入れる。
●ピンク（またはブルー）チームのベンチ
を指し、そのチームのカラーをコール
する。
●ヒットチームに直ちにセットを促す。

⑤ヒッターに対してのレフリーの位置取りを行う。 

ボールから２ｍ程度（足を大きく一歩踏み出し
た時、セットを 行っている人に触ることので
きる位置）
常に広い方の自由に動けるスペース。

⑥ヒットインの合図を行い、ゲームを開始する。 ●スコアキーパー、タイムキーパーを確認し、
ヒットインのホイッスルを吹く
  （短く2回）。

タイムキーパーは時計をスタートさせる。

⑦ホイッスルを長く吹き、試合終了のジェスャー
合図を行う。

⑧ボールを中央に戻し、プレーヤーを集合させる。

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップ
ポイント、勝ち点を確認し、サインする。
  スコアシートへサインするまでの間、プレー
ヤー等を目視で確認する。
  （場合によってはゲームポイント、スポーツ
マンシップポイント、勝ち点は本部で記入）

⑨スコアシートにサインする。

④選手をコートに入れる。
●得点を確認する。
●全選手に握手を促す。

タイムキーパーは試合時間に合わせて、試合終了を大きな音で知らせる。

８５度

R

ヒッター

KIN-BA     L   L

★時間制 試合の場合

★時間制 試合の場合

※時間制試合の場合、タイムキーパーの試合終了の合図があった瞬間に
　反則が行われても、その反則は無効となる。

◆ 反則が起こった場合

◆ タイムアウトを要求された場合

◆ 口頭注意、警告を行う場合

⇒　　40ページ  Ⅴ  に進む

⇒　　41ページ　Ⅵ  に進む

⇒　　42ページ　Ⅶ  に進む
ウ
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レフリーの手順  1審制 ［レフリーの役割］

Ⅰ　ゲームの流れ

①選手をベンチ前に整列させ、試合チーム、ベンチ
入りメンバーの確認、服装、装飾品等のチェック
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いたもの）。
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●質問等があれば受け付ける。
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机
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がある。
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た時、セットを 行っている人に触ることので
きる位置）
常に広い方の自由に動けるスペース。

⑥ヒットインの合図を行い、ゲームを開始する。 ●スコアキーパー、タイムキーパーを確認し、
ヒットインのホイッスルを吹く
  （短く2回）。

タイムキーパーは時計をスタートさせる。

⑦ホイッスルを長く吹き、試合終了のジェスャー
合図を行う。

⑧ボールを中央に戻し、プレーヤーを集合させる。

●得点、ゲームポイント、スポーツマンシップ
ポイント、勝ち点を確認し、サインする。
  スコアシートへサインするまでの間、プレー
ヤー等を目視で確認する。
  （場合によってはゲームポイント、スポーツ
マンシップポイント、勝ち点は本部で記入）

⑨スコアシートにサインする。

④選手をコートに入れる。
●得点を確認する。
●全選手に握手を促す。

タイムキーパーは試合時間に合わせて、試合終了を大きな音で知らせる。

８５度

R

ヒッター

KIN-BA     L   L

★時間制 試合の場合

★時間制 試合の場合

※時間制試合の場合、タイムキーパーの試合終了の合図があった瞬間に
　反則が行われても、その反則は無効となる。

◆ 反則が起こった場合

◆ タイムアウトを要求された場合

◆ 口頭注意、警告を行う場合
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レフリーの手順  1審制 ［レフリーの役割］

Ⅱ　複数ピリオドで試合を行う場合 

Ⅲ　試合時間が持ち越される場合 

Ⅳ　延長戦が行われる場合 

以 下 37ページⅠ－ ⑤ に 続 く

以 下 37ページⅠ－ ⑤ に 続 く

※公式ルールでは、残り2分を切った場合、タイムアウトはとれない。
　大会によっては主催者が別に時間を定める場合もある。

Ⅱ　複数ピリオドで試合を行う場合

（１）各ピリオドの得点を加算していき、最終合計得点で勝敗を競う場合

（ 2 ）ピリオド先取制で、各ピリオドの得点をリセットする場合     

①ホイッスルを長く吹き、ピリオド終了のジェス
チャーを行う。 ●ピリオドでの単独トップチームのみに１点

が与えられる。ただし最終ピリオドでは
適用されない。
●得点の最も低いチームが次のピリオド
の最初のヒットチームとなる。　

●得点が同じ場合は、当該チームのキャプ
テンを集め、ジャンケンもしくはサイコロ
でヒットチームを決定する。
●時間になったら、腕を３回前にまわしなが
ら長いホイッスルを吹き､選手をコート
に入れる。
●ヒット権を得たチームのベンチを指す。

③プレーヤーをベンチに戻すとともに、次のピリ
オドのヒットチームを確認する。

④決められた休憩時間が過ぎたら選手をコートに
入れる。 

※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める。
※ボールはコートに置いたままにしない。 

②ピリオドポイントを確認し、スコアシートに記入
する。

※複数コートでの同時進行でタイマーを止めることができない時

●タイムアウト等により、ロスタイムが生じた場合は、その時点でプレーヤーにロスタイムの時間を
伝える。 

① 試合終了に合わせて、ホイッスルを吹き、一旦
試合を止める。

②ヒットチームを決定する。 ●コールされたチームがボール保持する
前に終了した場合は、攻撃チームがヒッ
トチームとなる。ヒットインは直前にヒッ
トした位置から始める。
●コールされたチームがボールを保持し
た状態で終了した場合は、そのチームが
ヒットチームとなる。ヒットインはボール
を保持した状態で終了した地点から始
める。

③タイムキーパーにロスタイムの時間を伝え、
タイマーをセットする。

④ボールを所定の位置に置き、直ちにヒットチー
ムにセットを促す。

①ホイッスルを吹き、試合終了のジェスチャー行う。
②ボールを中央に置き、延長戦当該チームのキャプ
テンを集合させる。

●得点及び勝ち点を確認する。
●勝ち点が同点となった当該チームで５点
先取の延長をおこなう旨をプレーヤー
に伝える。
※３チームの延長戦で、２チームが同時に５
点に達した場合、その２チームで５点先取
の再延長を行う。
  （再延長戦は得点を０点に戻して再度始める）

③延長戦のヒット権を決めるトスを行う。 ●ジャンケンもしくはサイコロで最初のヒット
権を決める。

④得点が５点に達した時点でホイッスルを吹き、試
合終了のジェスチャーを行う。

⑤ボールを中央に置き、３チームのプレーヤーを集
合させる。

●延長戦を行っているのは２チームでも、
試合終了時には３チーム全てを集合さ
せる。

●得点及び順位を確認する。 
●全選手に握手を促す。
●得点、ゲームポイント、スポーツマンシッ
プポイント、勝ち点を確認し、サインする。
スコアシートへサインするまでの間、プ
レーヤー等を目視で確認する。　　　
（場合によってはゲームポイント、スポーツ
マンシップポイント、勝ち点は本部で記入） 

⑥スコアシートにサインする。 

ゲーム中のレフリングについては 37ページ Ⅰ － ⑤ ⑥ 参照

■チーム申請

■レフリー申請

ロスタイム無し

試合終了
タイムアウト申請

タイムアウト

タイムアウトが取れない時間帯（       2分）

ロスタイム無し

試合終了
タイムアウト申請

タイムアウト ロスタイム

タイムアウトが取れない時間帯（        2分）
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レフリーの手順  1審制 ［レフリーの役割］

Ⅱ　複数ピリオドで試合を行う場合 

Ⅲ　試合時間が持ち越される場合 

Ⅳ　延長戦が行われる場合 

以 下 37ページⅠ－ ⑤ に 続 く

以 下 37ページⅠ－ ⑤ に 続 く

※公式ルールでは、残り2分を切った場合、タイムアウトはとれない。
　大会によっては主催者が別に時間を定める場合もある。

Ⅱ　複数ピリオドで試合を行う場合

（１）各ピリオドの得点を加算していき、最終合計得点で勝敗を競う場合

（ 2 ）ピリオド先取制で、各ピリオドの得点をリセットする場合     

①ホイッスルを長く吹き、ピリオド終了のジェス
チャーを行う。 ●ピリオドでの単独トップチームのみに１点

が与えられる。ただし最終ピリオドでは
適用されない。
●得点の最も低いチームが次のピリオド
の最初のヒットチームとなる。　

●得点が同じ場合は、当該チームのキャプ
テンを集め、ジャンケンもしくはサイコロ
でヒットチームを決定する。
●時間になったら、腕を３回前にまわしなが
ら長いホイッスルを吹き､選手をコート
に入れる。
●ヒット権を得たチームのベンチを指す。

③プレーヤーをベンチに戻すとともに、次のピリ
オドのヒットチームを確認する。

④決められた休憩時間が過ぎたら選手をコートに
入れる。 

※各ピリオド間の休憩は2分（公式ルール）。
   大会によっては主催者が別に定める。
※ボールはコートに置いたままにしない。 

②ピリオドポイントを確認し、スコアシートに記入
する。

※複数コートでの同時進行でタイマーを止めることができない時

●タイムアウト等により、ロスタイムが生じた場合は、その時点でプレーヤーにロスタイムの時間を
伝える。 

① 試合終了に合わせて、ホイッスルを吹き、一旦
試合を止める。

②ヒットチームを決定する。 ●コールされたチームがボール保持する
前に終了した場合は、攻撃チームがヒッ
トチームとなる。ヒットインは直前にヒッ
トした位置から始める。
●コールされたチームがボールを保持し
た状態で終了した場合は、そのチームが
ヒットチームとなる。ヒットインはボール
を保持した状態で終了した地点から始
める。

③タイムキーパーにロスタイムの時間を伝え、
タイマーをセットする。

④ボールを所定の位置に置き、直ちにヒットチー
ムにセットを促す。

①ホイッスルを吹き、試合終了のジェスチャー行う。
②ボールを中央に置き、延長戦当該チームのキャプ
テンを集合させる。

●得点及び勝ち点を確認する。
●勝ち点が同点となった当該チームで５点
先取の延長をおこなう旨をプレーヤー
に伝える。
※３チームの延長戦で、２チームが同時に５
点に達した場合、その２チームで５点先取
の再延長を行う。
  （再延長戦は得点を０点に戻して再度始める）

③延長戦のヒット権を決めるトスを行う。 ●ジャンケンもしくはサイコロで最初のヒット
権を決める。

④得点が５点に達した時点でホイッスルを吹き、試
合終了のジェスチャーを行う。

⑤ボールを中央に置き、３チームのプレーヤーを集
合させる。

●延長戦を行っているのは２チームでも、
試合終了時には３チーム全てを集合さ
せる。

●得点及び順位を確認する。 
●全選手に握手を促す。
●得点、ゲームポイント、スポーツマンシッ
プポイント、勝ち点を確認し、サインする。
スコアシートへサインするまでの間、プ
レーヤー等を目視で確認する。　　　
（場合によってはゲームポイント、スポーツ
マンシップポイント、勝ち点は本部で記入） 

⑥スコアシートにサインする。 

ゲーム中のレフリングについては 37ページ Ⅰ － ⑤ ⑥ 参照

■チーム申請

■レフリー申請

ロスタイム無し

試合終了
タイムアウト申請

タイムアウト

タイムアウトが取れない時間帯（       2分）

ロスタイム無し

試合終了
タイムアウト申請

タイムアウト ロスタイム

タイムアウトが取れない時間帯（        2分）
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レフリーの手順  1審制 ［レフリーの役割］

Ⅴ　反則が起こった場合 Ⅵ　タイムアウトを要求された場合 

①速やかにホイッスルを吹き、素早くスコアキーパー
の見える位置に移動する。

②きちんと静止した状態で大きな声とダイナミック
なジェスチャーでスコアキーパーに反則名を告
げ、反則チームのアームバンドを指し示す。

●観客、選手にはっきりと聞こえる声で
ジャッジを行う。
●反則チームのアームバンドを指し示した
状態で、スコアキーパーが得点シートを
上げるのを確認したら速やかにボール
を取りに行く。 

④ スコアキーパーに合図して得点シートを下ろさ
せる（得点が確実に入っていることを確認する）

●スコアキーパーは、レフリーの合図があ
るまで得点シートを上げた状態で待つ。

⑤速やかにセットを促し、ヒッターに対してのレフリー
の位置取りを行う。 

③ボールを反則のあった位置に速やかに置く。

以 下 37ページⅠ－ ⑤ に 続 く

●同じチームがその試合で遅延行為をした
場合、2回目はタイムオーバーの反則と
する。

●タイムアウトは、プレーが中断しているとき、チームのヘッドコーチ
またはキャプテンから申請できる。（どのチームから申請してもよい）
●１試合につき各チーム3回とれる。（公式ルール完全適用時）

①ホイッスルを長く吹き、スコアキーパーに向かっ
て大きな声とジェスチャーでタイムアウトの最初
を告げる。

②時間を計る（腕時計）。

③スコアシートに申請のあったチームを記入する。 ●選手はコート外に出てベンチに座っても
よい。（コート内にいてもＯＫ）

④タイムアウト直前に反則があった位置にボールを
置く。

⑥ホイッスルの１０秒後、ゲームを再開する。 

⑤ 3０秒後、ホイッスルを吹き３チームのプレーヤーを
コートに呼び戻す。

●タイムアウト開始から40秒後、ヒットチー
ムのプレーヤーがボールを保持してい
なかった場合は、ゲームを遅らせたとみ
なし、そのチームに口頭で注意する。
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1 人 セ ット か ら ボ ー ル 運 び2 - 5

特にクローズドディフェンスがいる場合に有効なフェイントになります。ボールを運ぶ選手
の正面にクローズドディフェンスがいる場合はイリーガルディフェンス（ルールブック参照）
を狙うことができます。正面にいない場合でもクローズドディフェンスから離れることで
ヒットのコースを作り出すことができます。

1人がセットし、助走をつけてボールに近づくところまでは
前述の1人セットと同じです。

◆運ぶ前にヒットフェイントを行い、ディフェンスにヒットが来ると思わせることが重要です。
◆ボールを運んだあとは素早くセットを作り、できるだけセットからヒットまでの時間を短くすることが得点を取るため
のポイントになります。ボールを運んだあとの一連の流れが遅くなるとディフェンスの体勢が整ってしまいます。

P OINT

ヒット動作に入りますが実際
にヒットはせず、1人のプ
レーヤーがボールを運んで
いきます。

数歩移動したところでセットし、味方のいずれかがヒットを行い
ます。

そ の 他2 - 6

●スイッチからパス
●2人で挟んで移動してからスイッチ
●1人セットから2人で挟んで移動
など組み合わせやアイデア次第で無限にフェイントを生みだすことができます。
ぜひオリジナルのフェイントを編み出してみてください。

概 要2 - 1

6第 章

1 姿勢

2 レシーブ

ディフェンスはヒットされたボールをレシーブして自分たちの攻撃へつなげることができます。

レ シ ー ブ の 基 本2 - 2

レシーブは全身を使って行うことができますが、手でキャッチするか足で蹴る、という２つ
の方法が基本になります。

手 を 使 っ た レ シ ー ブ2 - 3

顔の高さより上にきたボールに対しては手でキャッチするレシーブが有効です。ボールを
安定させやすく、すぐにセットや味方へパスができるためオフェンスへの移行もスムーズ
になります。

個人デ
ィフェンス

キンボールスポーツでは前後上下左右あらゆる方向への様々な動きに備
えなければいけません。しかも、動きはじめだけでなく、刻々と変化する相
手や味方の動きに対応できる体勢をとり続けることが求められます。
また、ダッシュやストップ、ターンのように筋肉や関節に負担のかかる動き
が多いことから、障害を予防するという意味での姿勢の正しさも必要にな
ります。

●足は肩幅より少し広めに開く
●股関節、膝、足首を軽く曲げる
●上体はやや前方に傾ける（反り腰や猫背
は好ましくない）
●手は走りだしやすいように肘を曲げて体
側に自然に垂らす

●視線はヒットが打たれるまではボールだ
けに集中せず、ボールを中心とした相手
の動きを全体的に視野に入れておく。

◆ボールの勢いを吸収することでボールを保持しやすくなります。
　手だけでなく腕全体でボールの勢いを吸収できるように練習しましょう。
◆顔の高さより低いボールを手でレシーブしようとするとボールを上げたりキャッチすることが難しくなります。顔
の高さより低いボールには足を使ったレシーブを活用しましょう。
◆バレーボールのレシーブのようにボールをはじくレシーブはボールが安定せず、ケガの危険性もあるので行わ
ないようにしましょう。

P OINT

この他にも
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ボ ー ル を 使 わ な い 練 習3 - 3

概 要3 - 1

3 スライディング

キンボールスポーツでディフェンス側はコート内にボールが落ちる前に拾わなければいけな
いという競技特性からスライディングは必要なスキルになります。また、ボールを蹴る、足に
乗せる、という技術を使い分けることで次のオフェンスへスムーズにつなげることができま
す。今回は全て右利き（右足を前に出してスライディングする場合）のプレーヤーで解説します。

基 本 姿 勢3 - 2

スライディングはボールを蹴る、乗せる、で終わりではなくその後立ち上がって自らボール
を処理、味方のカバー、素早いオフェンスへの移行へつなげなければいけません。そのた
め、ボールをレシーブすることはもちろん、そのあと立ちやすい、体勢を立て直しやすい姿
勢でのスライディングが必要になります。

足 を 使 っ た レ シ ー ブ2 - 4

顔の高さより低いところへ飛んできたボールには足を使ったレシーブが有効です。足を使う
ことでレシーブできる範囲が大きく広がるので習得したい技術です。
具体的なボールの蹴り方は「第1章４ボールを蹴ってみよう」を参照ください。

【練習方法】

●指導者に投げてもらったボールをまっすぐ蹴り返します。

●指導者に投げてもらったボールを蹴り上げ自分で保持します。

●指導者に投げてもらったボールを蹴り上げ足で蹴り返します。

●指導者に投げてもらったボールを蹴って味方へパスをします。

●右脚は前方に伸ばし、
●左脚の膝は曲げ、右太ももの
下に入れる（写真参照）。
●左手はお尻の脇につく、
●上体は軽く後ろに倒す。

基本姿勢を作り、左手で押しながら前へ進む。基本姿勢を意識づけるために行います。

基本姿勢

立った状態からスタート。左足を軽く一歩前へ出します。上体を倒し、左手を左足の横へ置
きます。右脚を投げだして基本姿勢をつくります。

ステップ１

立った状態からスタート。左足を軽く一歩前へ出します。右脚を前に出すところから１，２の
リズムで歩いてスライディングします。

ステップ2

慣れてきたら小走り、歩数を増やす、スピードアップでレベルをあげていきます。レベルアップ
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ク ロ ー ズド デ ィ フ ェ ン ス の 姿 勢4 - 1

軽く膝を曲げ自分の身体より腕を前に出す。
手のひらをしっかりボールに向ける。

手の位置はボールの中心よりやや低め。

慣れるまではボールを普段より柔らかめに膨らませてからやってみるようにしましょう。

4 クローズドディフェンス（おまけ）
クローズドディフェンスとはセットされたボールに手を伸ばして触れるくらいの距離で行
うディフェンスです。クローズドディフェンスの狙いは打たれたボールを味方のいるとこ
ろへ角度を変えたりボールの威力を弱めて守りやすくするディフェンス方法です。

クローズドディフェンスをしてみよう

「技術指導マニュアル」は随時、内容をブラッシュアップしていく予定です。
動画の掲載も計画中です。
日本キンボールスポーツ連盟ホームページ内にて掲載していますので、
ぜひこのページもご覧ください。
https://www.newsports-21.com/kin-ball2021/jkbf/jkbf08.html

肘・肩に負担がかかるため、身体がしっかりできあがってから練習しましょう。
指導者がいる場合は、指導者の判断に従いましょう。
顔の前に手を置かないようにしましょう。
ヒットされたボールの衝撃で自分の手が顔に当たり、怪我をするおそれがある
ためです。（右記写真）

P OINT

キンボールスポーツパートナーシップ制度

メディア報道

学会発表

　当連盟ではキンボールスポーツパートナーシップ制度を設けています。
この制度は企業・学校など、キンボールスポーツの普及活動に対してご理解
をいただいている団体に、社会貢献ができるようにしていくものです。

＜例＞
★キンボールのカバー表面に団体名などをプリントし、その費用として協賛
金を支払っていただきます。
　その代価として日本キンボールスポーツ連盟は、講師派遣講習会または
主催・後援大会において協賛いただいたキンボールを使用し、パートナー
シップ制度の案内を通じて貴団体をアピールいたします。
★日本キンボールスポーツ連盟主催の大会プログラムへの広告掲載費、大
会会場での資料配付または出店、横断幕、ポスター掲示の費用を大会後
援金として支払っていただきます。
　その代価として大会中に後援団体として、なおかつパートナーシップ制度
の案内を通じて貴団体をアピール致します。

　この競技は今後ますます発展していく可能性を秘めています。パートナー
として今後の普及活動へのご協力、ご検討をお願いいたします。

お問い合せは、日本キンボールスポーツ連盟まで。

現パートナー

●梅花女子大学（大阪府茨木市）
●有限会社両國あんこあられ本舗両国國技堂
  （東京都墨田区）
●株式会社元創（東京都新宿区）

　キンボールスポーツが全国に広まり、マスコミの各メディアへの
露出も増えています。キンボールスポーツの競技の紹介やキンボー
ルスポーツクラブの活動がテレビ放映されたり、インターネットで試
合シーンの映像が頻繁に配信されています。
　新聞・雑誌でもキンボールスポーツは人気者です。
ここでは報道された記事の一部を紹介。

大　　学　1999年10月7日　　　日本体育学会
　　　　　　　　　　　　　　　 　発表者 前山直、芳田章子(藍野学院短期大学)、松井外喜子、三浦恵子(梅花女子大学)
小 学 校 　2000年7月27・28日　第44回全国小学校体育科教育研究集会滋賀・守山大会
　　　　　　　　　　　　　　　 　発表者 西羅彰夫(篠山市立篠山小学校)
以降年間数本の学会発表が国内で行われています。
国際学会　2010年8月３０日　　　2010 KAHPERD International Sport Science Congress (ISSC)
　　　　　　　　　　　　　　　　発表者　高見彰（関西国際大学）　

一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟 育成強化委員会（2021年度）
〈石岡 聖也、 新垣 直人、金子 渚、當山 勝由、三尾 剛〉作成
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都道府県団体案内

加盟国

40都道府県団体（38加盟団体、2準加盟団体）
※2025年12月末日現在 

各都道府県連盟の事務局は移転する場合がございます。最新情報は
ホームページでご確認下さい。https://www.newsports-21.com/kin-ball/

DATA

国 際 事 情

(2025年3月10日現在)

ファン(登録者)

会員(サポーター)

リーダー

C級コーチ

B級コーチ

A級コーチ

C級レフリー

B級レフリー

エグゼクティブB級レフリー

A級レフリー

エグゼクティブA級レフリー

国際キンボールスポーツ連盟
（本部：カナダ・ケベック州）

21,123名
624名
213名
89名
112名
16名
247名
30名
7名
6名
1名

シンガポール

日本 カナダ

韓国

中国
香港

チェコ

スロバキア

デンマーク

ベルギー

ドイツ

スペイン

フランス

スイス

加盟団体

加盟団体

準加盟団体

都道府県連盟
情報

日本連盟  あゆみ

1997年（平成9年）
日本連盟の動き スポーツ界・社会一般

キンボールスポーツは吉田正信氏（NPO法人フレンドリー情
報センター代表理事）が我が国へ紹介した。吉田氏の要請によ
りカナダ・ケベック州よりキンボール考案者のマリオ・ドゥマー
ス氏が来日。大阪体育大学、岐阜聖徳学園大学などでキンボー
ルがお披露目される。

10月 消費税５%に引き上げ。

山一證券経営破綻。
4月
11月

1998年（平成10年）
吉田氏はキンボールスポーツの理念を「共遊・主体・創造」と表
象。国際キンボール連盟日本事務局を発足し、普及活動を推進。

滋賀県スポーツ振興事業団主催のリーダー講習会を契機に全
国各地で普及活動を展開する。

(財)健康・体力づくり事業財団主催で新宿コズミックセンター
にて開催されたニュースポーツ全国指導者講習会の実技種目
に採用される。

宝塚市教育委員会、(財)宝塚市スポーツ教育振興公社、国際キン
ボール連盟日本事務局共催の「第1回交流大会」を兵庫県宝塚市
にて開催。

2月

3月

11月

長野冬季オリンピック・パラリンピック
開催(～3月)。

FIFAワールドカップフランス大会に
日本代表チームが初出場(～7月)。

1999年（平成11年）
名称を日本キンボール連盟と改める。4月 文部省が「スポーツ21プロジェクト」

を発信、また厚生省が21世紀対策へ
「健康日本21」を中間報告。

2000年（平成12年）
日本キンボール連盟主催の初の全国大会「第1回キンボール
ジャパンオープン」を滋賀県野洲町（現野洲市）総合体育館に
て開催。以降、毎年支部持ち回りにて継続開催。

8月 シドニーオリンピック・パラリンピック
開催(～10月)。

2月

6月

9月

右から2番目が吉田正信氏

第1回 ジャパンオープン
カナダ、日本、ベルギー、フランス、ドイツ、
スペイン、スイス、デンマーク、チェコ、韓国、
中国、スロバキア、シンガポール、香港

14の国と地域
※2025年2月末日現在 
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都道府県団体案内

加盟国

40都道府県団体（38加盟団体、2準加盟団体）
※2025年12月末日現在 

各都道府県連盟の事務局は移転する場合がございます。最新情報は
ホームページでご確認下さい。https://www.newsports-21.com/kin-ball/
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日本連盟  あゆみ
日本連盟の動き 日本連盟の動きスポーツ界・社会一般 スポーツ界・社会一般

日本キンボール連盟初代会長に青木髙氏（現日本連盟顧問）
就任。

文部科学省他主催の「第14回全国スポーツ・レクリエーション
祭」にて種目採用される。「フリー参加種目キンボール大会」と
して三重県阿児アリー
ナ、阿児町社会体育館
にて開催。

6月

11月

2002年（平成14年）
笹川スポーツ財団SSFスポーツエイド助成事業として講習会兼
交流大会が採用される。以降、2006年度まで継続開催。

国際キンボール連盟(本部：カナダ・ケベック州)のシステムに準
じて、キンボールパートナーシップ制度を開始。初年度、パート
ナーとして梅花女子大学と契約。以降、継続契約。

4月

7月

ソルトレークシティー冬季オリンピック・
パラリンピック開催(～3月)。

学校週5日制がスタート。

FIFAワールドカップ日韓大会開催
(～6月)。

2月

4月
5月

2003年（平成15年）
日本キンボール連盟登録者数1万人を突破。

（財）日本レクリエーション協会種目別団体として加盟。
4月
5月

郵政事業庁が日本郵政公社に。

地上デジタルテレビ放送が東京、
大阪、名古屋で開始。

4月
12月

2001年（平成13年）
日本キンボール連盟公式ホームページを開設。

大学生、専門学校生の全国大会である「第1回ケベック・カッ
プ全日本学生キンボール選手権兼交流大会」を大阪府茨木
市の梅花女子大学で開
催。以降、2005年度ま
で継続開催。

カナダ・ケベック州で行われた国際大会「第１回キンボール
ワールドカップ」に男子チーム、女子チーム各１チームを派遣。
以降、毎回同様に派遣。

1月
5月

スポーツ振興くじ(toto)がスタート。

アメリカ同時多発テロ事件。
3月
9月

祝辞を述べるケベック州
政府在日事務所代表の
ロベール・キーティング氏

マリオ・ドゥマース氏

初めてのパートナー

2004年（平成16年）
カナダ・ケベック州で行われた「2004国際親善大会」に男子、
女子、混合チーム各1チームを派遣。

(財)日本体育協会、文部科学省他主催の「彩の国まごころ国
体公開競技スポーツ芸術協賛事業」として採用され、「第12回
キンボール体験会および普及指導者講習会兼交流大会」を
埼玉県上尾市運動公園体育館にて開催。2005年度も「晴れ
の国おかやま国体」において同様に岡山県真庭市にて開催。

日本キンボール連盟
公式ガイドブック
「500万人のキンボール」発刊。

3月

8月

11月

アテネオリンピック・パラリンピック開催
(～9月)。

新潟中越地震。

新紙幣発行（1万円札が福澤諭吉、
5千円札が樋口一葉、
千円札が野口英世）。

8月

10月
11月

2005年（平成17年）
日本キンボール連盟と市町村行政で連携し、宮城県七ヶ浜町
(全3校)、岡山県真庭市北房地区(全5校)をモデル地区として、
町または地区内全小学校の授業の中で継続してキンボールに
取組む「キンボール小学校体育導入プロジェクト」を開始。

4月 中部国際空港開港。

愛知万博開幕(～9月)。

JR西日本福知山線脱線事故。

2月
3月
4月

2006年（平成18年）
日本キンボール連盟会長に松浦道夫氏が就任。

韓国で初のキンボール講習会に日本キンボール連盟より講師
派遣。

6月
12月

トリノ冬季オリンピック・パラリンピック
開催(～3月)。
神戸空港開港。

第1回ワールド・ベースボール・クラシック
(WBC)で日本優勝。

FIFAワールドカップドイツ大会
(～7月)。

2月

3月

6月

上尾市での講習会参加者

A5判、カラーグラビア8ページ、
本文176ページ

日本連盟メンバーと韓国のメンバー
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日本連盟  あゆみ
日本連盟の動き 日本連盟の動きスポーツ界・社会一般 スポーツ界・社会一般

2007年（平成19年）
参加者増加のためキンボールジャパンオープンを「チャンピオ
ンズカップ」と「フレンドリーカップ」に二分化。「第8回キンボー
ルジャパンオープン・チャンピオンズカップ」を東京都文京区に
て開催。以降、関東、関西地区の持ち回りにて継続開催。

「第8回キンボールジャパンオープン・フレンドリーカップ」を東
京都品川区にて開催。以降、毎年支部持ち回りにて継続開催。

7月

12月

第1回東京マラソン開催。

東京ミッドタウン開業。

新潟県中越沖地震発生。

2008年（平成20年）
日本キンボール連盟名誉会長に小野清子氏が就任。

「キンボールワールドカップ2011」の日本開催が決定。

笹川スポーツ財団SSFスポーツエイド助成事業として国際キン
ボール連盟の指導者招聘事業が採用される。大阪府茨木市の
茨木市東体育館、梅花女子大学にて『第1回「世界を学ぶ」キン
ボール講習会2008』を4日連続で開催。

4月
5月
7月

2月
3月
7月

北京オリンピック・パラリンピック開催
(～9月)。

小林誠氏・益川敏英氏・南部陽一郎氏
の３名がノーベル物理学賞受賞。

8月

10月

2009年（平成21年）
平成21年度スポーツ振興くじ(toto)助成事業として「第1回ジュ
ニア対象指導者キンボールワークショップ」が初採用される。以
降、毎年　スポーツ振興くじ助成を受ける。

東京都中央区の中央区立築地社会教育会館、中央区立総合ス
ポーツセンターにて『第2回「世界を学ぶ」キンボール講習会
2009』を4日連続で開催。初の国際レフリー資格認定試験も
実施。最上級資格レベル3に3名合格。

4月

7月

裁判員制度による初の裁判が始まる。
松井秀喜氏が大リーグワールドシリー
ズでMVP。

8月
11月

2010年（平成22年）
競技名称を「キンボールスポーツ」に変更。団体を法人化。一般
社団法人日本キンボールスポーツ連盟と名称を改める。

4月 バンクーバー冬季オリンピック・パラ
リンピック開催(～3月)。

2月

「世界を学ぶ」キンボール講習会。
講師はピエールージュリアン ハメル氏

法人設立記念パーティー

2010年（平成22年）
(財)日本体育協会、文部科学省、千葉県主催の第65回国民体育
大会「ゆめ半島千葉国体2010」において“デモンストレーション
としてのスポーツ行事”に初採用される。大多喜町Ｂ&Ｇ海洋セ
ンター体育館、千葉県立大多喜高等学校体育館、大多喜町立大
多喜小学校体育館にて大会を開催。

文部科学省他主催の「第23回全国スポーツ・レクリエーション祭」
にて種目採用される。「フリー参加種目キンボール大会」を富山県・
クロスランドおやべ及び小矢部市民体育館にて開催。

10月

2011年（平成23年）
国際連盟会議において、原発問題でワールドカップ日本大会開
催の中止が勧告される。

文部科学省他主催の「第24回全国スポーツ・レクリエーション祭」
にて種目採用される。「フリー参加種目キンボール大会」として栃
木県下野市の石橋体育センター、南河内体育センターにて開催。

東日本大震災復興支援事業として日本キンボールスポーツ連盟、
(社)宝塚青年会議所、宝塚市、兵庫県等17団体で構成する実行委
員会主催の「キンボールスポーツチャリティカップ・宝塚2011全国
大会」を兵庫県・宝塚市立スポーツセンター総合体育館にて開催。

日本キンボールスポーツ連盟、(社)宝塚青年会議所等6団体で日
本初の国際大会「第1回キンボールスポーツパンパシフィックカッ
プ」を共催、兵庫県・宝塚市立スポーツセンター総合体育館にて実
施。カナダ、中国、韓国、日本の4カ国が参加。

6月

11月

2010年のGDPで中国が日本を抜き
世界第2位に。

東日本大震災発生。

FIFA女子ワールドカップドイツ大会で、
サッカー日本女子代表(なでしこジャパ
ン)が初優勝、国民栄誉賞受賞(8月)。

1月

3月
7月

FIFAワールドカップ南アフリカ大会で
日本ベスト16。

東北新幹線八戸・新青森間開通。

6月

12月

スポレクとやま2010

第1回 パンパシフィックカップ

チャリティカップ･
宝塚2011全国大会
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日本連盟  あゆみ
日本連盟の動き 日本連盟の動きスポーツ界・社会一般 スポーツ界・社会一般

2007年（平成19年）
参加者増加のためキンボールジャパンオープンを「チャンピオ
ンズカップ」と「フレンドリーカップ」に二分化。「第8回キンボー
ルジャパンオープン・チャンピオンズカップ」を東京都文京区に
て開催。以降、関東、関西地区の持ち回りにて継続開催。

「第8回キンボールジャパンオープン・フレンドリーカップ」を東
京都品川区にて開催。以降、毎年支部持ち回りにて継続開催。

7月

12月

第1回東京マラソン開催。

東京ミッドタウン開業。

新潟県中越沖地震発生。

2008年（平成20年）
日本キンボール連盟名誉会長に小野清子氏が就任。

「キンボールワールドカップ2011」の日本開催が決定。
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大会」を兵庫県・宝塚市立スポーツセンター総合体育館にて開催。
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本初の国際大会「第1回キンボールスポーツパンパシフィックカッ
プ」を共催、兵庫県・宝塚市立スポーツセンター総合体育館にて実
施。カナダ、中国、韓国、日本の4カ国が参加。

6月

11月

2010年のGDPで中国が日本を抜き
世界第2位に。

東日本大震災発生。

FIFA女子ワールドカップドイツ大会で、
サッカー日本女子代表(なでしこジャパ
ン)が初優勝、国民栄誉賞受賞(8月)。

1月

3月
7月

FIFAワールドカップ南アフリカ大会で
日本ベスト16。

東北新幹線八戸・新青森間開通。

6月

12月

スポレクとやま2010

第1回 パンパシフィックカップ

チャリティカップ･
宝塚2011全国大会
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日本連盟  あゆみ

2015年（平成27年）

日本連盟の動き 日本連盟の動きスポーツ界・社会一般 スポーツ界・社会一般

アジアキンボールスポーツ連盟設立。初代会長に髙見彰氏が就任。

一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟名誉会長に馳浩氏、
名誉顧問に小野清子氏が就任。

スペイン・マドリード州で行われた世界大会「第8回キンボール
スポーツワールドカップ2015」にて男子チーム、初優勝。

3月
4月

8月

北陸新幹線開業、東京-金沢間が2時
間半に。

第8回ラグビーワールドカップで日本
が南アフリカから歴史的勝利。

3月

9月

2016年（平成28年）
40歳以上の「キンボールスポーツマスターズ大会」を宮城県キン
ボールスポーツ連盟主催、一般社団法人日本キンボールスポーツ
連盟共催で初開催。以降、2020年までに北海道、香川県、奈良県
にて開催。

2月

初のアジア大会「キンボールスポーツ
アジアカップ2016」をアジアキン
ボールスポーツ連盟とともに主催。大
阪府豊中市の豊泉家千里体育館にて
実施。中国、韓国、シンガポール、香
港、マカオ、日本の6つの国と地域が
参加。日本代表チームは男女ともに
金メダルの成績を残す。以降、毎回同
様にチームを派遣。

12月

熊本地震発生。

第42回先進国首脳会議(G7サミット)
三重県志摩市で開催。

リオデジャネイロオリンピック・パラリ
ンピック開催(～9月)。

4月
5月

8月

2012年（平成24年）
一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟公式フェイスブック
ページを開設。

初のアジア交流大会「アジアキンボールスポーツフレンドリー
カップ2012」を主催。京都府福知山市三段池公園総合体育館
にて実施。中国、韓国、日本の3カ国が参加。

4月

12月

東京スカイツリー開業。

ロンドンオリンピック・パラリンピック
開催(～9月)。

レスリング吉田沙保里氏13連覇、
国民栄誉賞。

5月
7月

9月

2013年（平成25年）
平成25年度スポーツ振興くじ（toto）助成事業として公式ガイド
ブック（教本）「新版 500万人のキンボールスポーツ」発刊。

3月 長嶋茂雄氏と松井秀喜氏に国民栄
誉賞。

5月

第8回
ワールドカップ2015

アジアカップ2016ポスター

2017年（平成29年）

2018年（平成30年）

初のクラウドファンディ
ングに挑戦。ワールドカ
ップの開催費用支援「み
んなが主役！心に残るキ
ンボールスポーツ世界大
会を開催したい」を募集。
目標支援金額を達成。

アジアで初の世界大会「第9回キンボールスポーツワールドカッ
プ2017東京大会」を国際キンボールスポーツ連盟とともに主催。
東京都中央区の中央区立総合スポーツセンターにて実施。12の
国と地域が参加。

7月

10月

一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟会長に髙見彰氏
が就任。

6月

藤井4段が29連勝、最多連勝記録を
30年ぶりに更新。

桐生祥秀氏が100mで日本人初の9
秒台「9秒98」を記録。

6月

9月

羽生結弦氏に国民栄誉賞。7月

第9回ラグビーワールドカップ日本開
催。日本チーム初のベスト8（～11月）。

9月

2020年東京オリンピック・パラリンピ
ックがコロナの影響で1年延期となる。

新型コロナウイルス感染症拡大予防
対策として全国対象の緊急事態宣言
発令。

3月

4月

東京オリンピック・パラリンピック開催
（～9月）。

7月

ワールドカップ2017東京大会

2020年（令和2年）
コロナ禍において、「リモートワーク体制整備および会議ペー
パーレス環境整備事業」がスポーツ庁（公益財団法人日本スポ
ーツ協会委託事業）のスポーツ活動継続サポート事業に採用
される。

11月

2021年（令和3年）
オンライン（Zoom）での講習会を初開催。以降、主催事業とし
て継続。

2月

2019年（平成31年・令和元年）
「ワールドマスターズゲームズ2021関西」オープン競技とし
て種目採用決定。奈良県天理市にて開催。（延期）

2度目のクラウドファンデ
ィングに挑戦。日本選手
団の派遣費用支援「キン
ボールスポーツ世界大会
！打倒カナダ、世界一への
挑戦！！」を募集。目標支援
金額を達成。

4月

10月
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日本連盟  あゆみ

2015年（平成27年）

日本連盟の動き 日本連盟の動きスポーツ界・社会一般 スポーツ界・社会一般
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一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟名誉会長に馳浩氏、
名誉顧問に小野清子氏が就任。
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スポーツワールドカップ2015」にて男子チーム、初優勝。
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4月

8月

北陸新幹線開業、東京-金沢間が2時
間半に。

第8回ラグビーワールドカップで日本
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参加。日本代表チームは男女ともに
金メダルの成績を残す。以降、毎回同
様にチームを派遣。

12月

熊本地震発生。

第42回先進国首脳会議(G7サミット)
三重県志摩市で開催。

リオデジャネイロオリンピック・パラリ
ンピック開催(～9月)。
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5月

8月
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一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟公式フェイスブック
ページを開設。

初のアジア交流大会「アジアキンボールスポーツフレンドリー
カップ2012」を主催。京都府福知山市三段池公園総合体育館
にて実施。中国、韓国、日本の3カ国が参加。

4月

12月

東京スカイツリー開業。

ロンドンオリンピック・パラリンピック
開催(～9月)。

レスリング吉田沙保里氏13連覇、
国民栄誉賞。
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平成25年度スポーツ振興くじ（toto）助成事業として公式ガイド
ブック（教本）「新版 500万人のキンボールスポーツ」発刊。

3月 長嶋茂雄氏と松井秀喜氏に国民栄
誉賞。

5月

第8回
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ップの開催費用支援「み
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会を開催したい」を募集。
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プ2017東京大会」を国際キンボールスポーツ連盟とともに主催。
東京都中央区の中央区立総合スポーツセンターにて実施。12の
国と地域が参加。
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一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟会長に髙見彰氏
が就任。
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藤井4段が29連勝、最多連勝記録を
30年ぶりに更新。

桐生祥秀氏が100mで日本人初の9
秒台「9秒98」を記録。
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羽生結弦氏に国民栄誉賞。7月

第9回ラグビーワールドカップ日本開
催。日本チーム初のベスト8（～11月）。

9月

2020年東京オリンピック・パラリンピ
ックがコロナの影響で1年延期となる。

新型コロナウイルス感染症拡大予防
対策として全国対象の緊急事態宣言
発令。

3月

4月

ワールドカップ2017東京大会

2020年（令和2年）
コロナ禍において、「リモートワーク体制整備および会議ペー
パーレス環境整備事業」がスポーツ庁（公益財団法人日本スポ
ーツ協会委託事業）のスポーツ活動継続サポート事業に採用
される。

11月

2019年（平成31年・令和元年）
「ワールドマスターズゲームズ2021関西」オープン競技とし
て種目採用決定。奈良県天理市にて開催。（延期）

2度目のクラウドファンデ
ィングに挑戦。日本選手
団の派遣費用支援「キン
ボールスポーツ世界大会
！打倒カナダ、世界一への
挑戦！！」を募集。目標支援
金額を達成。

4月

10月
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日本連盟  あゆみ
日本連盟の動き スポーツ界・社会一般

国枝慎吾氏に国民栄誉賞。

第5回ワールド・ベースボール・クラッ
シック（WBC）で日本優勝。

3月

FIFAワールドカップカタール大会で、
日本ベスト16。（～12月）

11月

能登半島地震発生。

パリオリンピック・パラリンピック開催
（～9月）

1月
7月

ワールドカップ2024韓国大会

2024年（令和6年）
韓国オサン市で行われた世界大会「第11回キンボールスポーツ
ワールドカップ2024」にて男子チーム3大会ぶり2度目の優勝。

11月

2022年（令和4年）

2023年（令和5年）
継続寄付クラウドファンディングを開始。『共に未来へ駆ける！
キンボールスポーツ「応援団」募集！！』と題し、「競技の普及推進
活動」と「世界一を目指す
日本代表のサポート」を
中心とした支援を継続し
て募集。

5月

キンボールスポーツ  インフォメーション

見学、体験について

各都道府県連盟または本部事務局までご連
絡ください。見学先、体験先を紹介します。
各都道府県連盟の連絡先は78ページに。
また、日本連盟のホームページにも掲載し
ていますので、ご確認ください。

KIN-XP2　　　  購入の一例 SET

キンボール1（カバー1、インナーボール1）、
ゼッケン1（12枚セット）、
スコアボード1（KIN-204）、
キンボール専用電動ブロワ1、ルール、バッグ付
梱包サイズ：52×28×24cm　重量：約5kg

キンボール・コンペセット
￥140,800 （税抜価格￥128,000）

用具の購入について

キンボールスポーツ用具のご購入は　NPO法人フレンドリー情報センター
（e-mail : friendly@newsports-21.com  TEL.06-6971-9190）
またはスポーツ店にお申し込みください。

体験会、講習会、大会への参加

日本連盟のホームページ／インフォーメーション欄を参照し
てください。またホームページの情報以外の体験会、講習会
もあります。メールまたは電話で各都道府県連盟または本
部事務局までお問い合わせください。

企画された体験会、講習会への
指導者派遣

各都道府県連盟または本部事務局までご連
絡ください。

用具のレンタルについて

用具のレンタル（有料）を行っています。レンタルのご希望、
お問い合わせは本部事務局までご連絡ください。地域によ
っては教育委員会、公共のスポーツ施設等でニュースポーツ
用具としてレンタルも行っているところも数多くあります。

体験・練習・ルール説明(30分～1時間程度）
を行った後、初心者向けルールを用いて大会
ができます。

この組み合わせで全チーム、3色のチーム色で試合ができます。
この表からチーム①は１試合目を１番目にチーム⑤とチーム⑩と対戦。
２試合目は４番目にチーム④とチーム⑧と対戦。３試合目は９番目に
チーム⑥とチーム⑨と対戦することになります。
※1コートでの対戦表です。
　2コート使用する場合は同じ時間に同じチームが出場しないよう調整します。

大会を開催しよう！

上
段

中
段

下
段

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

チーム①
チーム②
チーム③
チーム④
チーム⑤
チーム⑥
チーム⑦
チーム⑧
チーム⑨
チーム⑩
チーム⑪
チーム⑫

チーム⑤
チーム⑥
チーム⑦
チーム⑧
チーム⑨
チーム⑩
チーム⑪
チーム⑫
チーム①
チーム②
チーム③
チーム④

チーム⑩
チーム⑪
チーム⑫
チーム①
チーム②
チーム③
チーム④
チーム⑤
チーム⑥
チーム⑦
チーム⑧
チーム⑨

１.ピンクの欄に、縦にチーム
ナンバーを割り当てます。
　任意で3つに分割します。
2.グレーの欄は中段（この
場合チーム⑤）からスター
トし、最後の番号（この場
合チーム⑫）の後、チー
ム①に戻ります。

３.ブラックの欄は下段（この
場合チーム⑨）のひとつ
かふたつ後（この場合
チーム⑩かチーム⑪）から
スタートします。ここでチー
ム⑨からスタートすると同
じチームと対戦することに
なるので要注意。

■組み合わせ
〈12チームで大会をする場合の例〉
12チームの場合、予選は12試合になりま
す。(7チームの場合は7試合)。参加チーム7
チーム以上なら、予選3試合の対戦チーム
は、同じチームとは当たりません。

■条件　
●レフリーができる指導者が2人以上いること。
●体育館が3時間以上使用できること。
■試合　
予選　
●各チーム3試合、1試合の時間を7分程度に設定。
●１試合の勝ち点を任意で決定。
　たとえば1位－5点、2位－3点、3位－1点など。
決勝戦　
●予選3試合の勝ち点の合計点で上位チーム
　を選出。決勝トーナメント戦を実施。

試合
番号

山本由伸氏が大リーグワールドシリー
ズでMVP。

大谷翔平氏が大リーグシーズンMVP。
3年連続通算4回目。

11月

2025年（令和7年）
静岡県キンボールスポーツ連盟設立、承認により38支部とな
る。2つの準支部とあわせ40都道府県団体となる。

11月

東京オリンピック・パラリンピック開催
（～9月）。

7月

2021年（令和3年）
オンライン（Zoom）での講習会を初開催。以降、主催事業とし
て継続。

2月

コロナ渦以降初、2年半ぶりにジャパンオープン・チャンピオン
ズカップ（全国大会）を奈良県で開催。

5月
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日本連盟  あゆみ
日本連盟の動き スポーツ界・社会一般

国枝慎吾氏に国民栄誉賞。
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3月
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（～9月）

1月
7月
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キンボールスポーツ「応援団」募集！！』と題し、「競技の普及推進
活動」と「世界一を目指す
日本代表のサポート」を
中心とした支援を継続し
て募集。

5月

キンボールスポーツ  インフォメーション

見学、体験について

各都道府県連盟または本部事務局までご連
絡ください。見学先、体験先を紹介します。
各都道府県連盟の連絡先は78ページに。
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９
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じチームと対戦することに
なるので要注意。

■組み合わせ
〈12チームで大会をする場合の例〉
12チームの場合、予選は12試合になりま
す。(7チームの場合は7試合)。参加チーム7
チーム以上なら、予選3試合の対戦チーム
は、同じチームとは当たりません。

■条件　
●レフリーができる指導者が2人以上いること。
●体育館が3時間以上使用できること。
■試合　
予選　
●各チーム3試合、1試合の時間を7分程度に設定。
●１試合の勝ち点を任意で決定。
　たとえば1位－5点、2位－3点、3位－1点など。
決勝戦　
●予選3試合の勝ち点の合計点で上位チーム
　を選出。決勝トーナメント戦を実施。

試合
番号

山本由伸氏が大リーグワールドシリー
ズでMVP。

大谷翔平氏が大リーグシーズンMVP。
3年連続通算4回目。

11月

2025年（令和7年）
静岡県キンボールスポーツ連盟設立、承認により38支部とな
る。2つの準支部とあわせ40都道府県団体となる。

11月

東京オリンピック・パラリンピック開催
（～9月）。

7月

2021年（令和3年）
オンライン（Zoom）での講習会を初開催。以降、主催事業とし
て継続。

コロナ禍において、「リモートワーク体制整備および会議ペー
パーレス環境整備事業」がスポーツ庁（公益財団法人日本ス
ポーツ協会委託事業）のスポーツ活動継続サポート事業に採
用される。

2月

11月

コロナ渦以降初、2年半ぶりにジャパンオープン・チャンピオン
ズカップ（全国大会）を奈良県で開催。

5月
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キンボールスポーツ  インフォメーション

その他の情報

各種ポータルサイト または facebookにて

日本キンボールスポーツ連盟 検 索
Click!

公式ホームページ

公式フェイスブック

YouTubeチャンネル

最新のキンボールスポーツの情報は
日本キンボールスポーツ連盟の

ホームページおよび
Facebookページ

YouTubeチャンネルを
参照ください。
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日本キンボールスポーツ連盟 検 索
Click!

公式ホームページ

公式フェイスブック

YouTubeチャンネル

最新のキンボールスポーツの情報は
日本キンボールスポーツ連盟の

ホームページおよび
Facebookページ

YouTubeチャンネルを
参照ください。
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Manual for coaches, 
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